
甲南大学学則

 昭和２６年３月１５日 

 認        可 

改正 令和 5 年 3 月 24 日 

第１章 総則 

第１条 本大学は、教育基本法(平成 18 年法律第 120 号)及び学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)に則

り、学術の府として広くかつ深く学芸を教授研究するとともに、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発

し人物教育率先の甲南学園建学の理念を実現することを目的とする。 

第２章 組織 

第２条 本大学は、学部及び大学院よりなる。 

第３条 本大学に次の学部・学科を置く。 

2 本大学に大学設置基準（昭和 31 年文部省令第 28 号）に定める学部等連係課程実施基本組織として

次の学環を置く。 

学環 

グローバル教養学環 

第３条の２ 各学部・学科及び学環における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目

標は次のとおりとする。 

学部 学科 学環 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標

文学部 幅広く深い教養を基盤に、人文科学の専門分野における調査、研究技量を磨く

経験を通して、問題を見出し、考え、成果を言葉で表現する力を形成する。そ

れによって、仕事を含む人生の様々な活動に発生する問題を主体的に解決でき

る人材を社会に送り出す。 

日本語日本文

学科 

古典・近現代文学・日本語学・日本語教育学等のバランスの取

れた教育・研究を通して、社会での活動の基盤である日本語の

理解力・表現力を鍛えることを目標とする。 

学部 学科 

文学部 日本語日本文学科 

英語英米文学科 

社会学科 

人間科学科 

歴史文化学科 

理工学部 物理学科 

生物学科 

機能分子化学科 

経済学部 経済学科 

法学部 法学科 

経営学部 経営学科 

知能情報学部 知能情報学科 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 
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英語英米文学

科 

実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育

を行い、英語圏文化の深い理解に裏打ちされた英語運用能力を

持つ人材を育成し、国際化する社会の要請に応える。 

社会学科 情報化、国際化の進展によつて急速に変化し、多様性や不確実

性が高まつている社会の中で必要とされる「自ら調査・分析・

表現・発信する実証的・実践的な態度と能力」を涵養する。 

人間科学科 心理学、哲学、芸術学の知を関連づけながら、理論と実践の両面から「人

間とは何か」を探究することにより、社会の諸問題を多角的に捉え、柔軟

に問題解決できる人材育成を目指す。 

歴史文化学科 人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の文化遺産及び歴史の

中における生活の場としての環境と人類との交流について歴史

学、地理学・民俗学の分野から探求し、これら各分野を横断す

る総合的立場から教育を行う。 

理工学部 自然科学の強固な学問的土台を身につけて、純粋理学と応用科学を融合させる

ことのできる能力を養い、時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して創

造性を発揮できる人材の育成を目指す。 

物理学科 時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して、問題の解決

に果敢に挑み、創造性を発揮し、国際社会に貢献できる人材の

養成を目的とし、物理学の基本的な知識及び論理的思考法・手

法を講義と実験・実習科目による相補的な積み上げ方式によっ

て修得させ、卒業研究を通して総合的な問題解決能力を養う。

生物学科 今日の社会が直面する生命や環境等に関わる諸問題を正しく理

解し、それらの解決に貢献できる国際的視野を持った人材の養

成を目的とし、そのために必要な現代生物学の専門知識と技術

及びそれらを充分に活用するための思考力を修得させる。 

機能分子化学

科 

科学技術に携わる者に求められる責任感と倫理観を有し、化学

の専門知識並びに自然科学に対する柔軟な思考力を身につけた

人材の養成を目的とし、化学の基礎的な知識・豊富な経験に基

づく課題設定能力・解決能力を得て、現代社会の要請に応える

ことのできる能力を獲得させる。 

経済学部 経済学科 経済学の学習を通じて、変化の激しい経済社会で充実した活動

ができる知性と創造力を備えた人材を養成する。これらの人材

養成上、学生が修得すべき能力として、経済・社会問題を的確

に捉える能力、筋道を立てて問題を考える能力、自らの力で解

決策を示す能力を求める。 

法学部 法学科 法曹・行政・経済をはじめ社会の様々な分野で指導的な役割を

担うことができる人材を養成するため、学生の個性尊重を旨と

して、法及び政治に関する専門知識の修得と思考力の涵養を通

じて、個々の学生の論理的な思考力と柔軟な応用力を培うこと

を教育目標とする。 

経営学部 経営学科 ヒト・モノ・カネ・情報等からなる組織（企業）の存続・発展のあり方に

ついて、自律的な洞察力を有し、社会に資するビジネスパーソンの養成を

目的とする。このために学生が修得すべき能力として、次の各能力を求め

る。

（1）幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力

（2）各種スキルと論理的思考力に支えられた経営問題の発見・説明・解

決力

（3）ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行力及び倫理的

責任力

（4）トータルな人間性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力

知能情報

学部

知能情報学科 人間力をベースに、感性・知性で高度国際情報社会における

リーダーシップがとれる人材の育成を目指す。そのため、数学
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的基礎学力、知能情報学における専門知識、効果的な発表能力

並びにコミュニケーション能力の修得を目標とする。 

マネジメ

ント創造

学部

マネジメント

創造学科

自ら学ぶ力を涵養し、営利、非営利、パブリックなどいずれの

分野にあつても、社会的責任を創造的に果たしていくマネジメ

ント能力を開発し、世界に貢献しうる人物育成を目指す。

フロン

ティアサ

イエンス

学部

生命化学科 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロ

ジー、ナノテクノロジー及びそれらの融合領域であるナノバイ

オに関する知識と技能を修得させることにより、社会の発展、

福祉の増進のためとくに生命化学分野におけるフロンティア開

発に資する人材を養成する。

グローバル教養学環 多様な文化と言語背景を持つ人々と関わり効果的に協働するこ

とを可能にする複数言語の運用能力、異文化間の価値観の異な

りや多様性に起因する問題に対する異文化間調整能力、AI・

データサイエンス、ICT の活用などを含めた文理横断的な知識

と技能、課題解決のための企画立案・提案力を備え、グローバ

ル社会又は地域社会の持続的発展に貢献することのできるグ

ローカル人材の育成を目指す。

第４条 学部及び学環における学生の収容定員は、次のとおりとする。 

学部及び学環 学科 入学定員 収容定員 

 文学部  日本語日本文学科 ７０   ２８０ 

 英語英米文学科 ９０   ３６０ 

 社会学科 ９０   ３６０ 

 人間科学科 ９５   ３８０ 

 歴史文化学科 ６０   ２４０ 

 計   ４０５  １,６２０ 

 理工学部  物理学科 ５０   ２００ 

 生物学科 ４５   １８０ 

 機能分子化学科 ６０   ２４０ 

 計   １５５   ６２０ 

 経済学部  経済学科   ３４５  １,３８０ 

計   ３４５  １,３８０ 

 法学部 法学科   ３３０  １,３２０ 

計   ３３０  １,３２０ 

 経営学部  経営学科   ３４５  １,３８０ 

 計   ３４５  １,３８０ 

 知能情報学部 
知能情報学科 １２０ ４８０ 

 計 １２０ ４８０ 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 １７０ ６８０ 

計 １７０ ６８０ 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 ４５ １８０ 

計 ４５ １８０ 

 グローバル教養学環 ２５ １００ 

合 計  １,９４０  ７,７６０ 

第５条 大学院に関する規程は、別に定める。 

第３章 授業科目及び履修方法 

第６条 本大学の授業科目を、基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副

専攻科目、単位互換科目、西宮市大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教

育科目及び専門教育科目に分ける。 
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２ 基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副専攻科目、単位互換科目、

西宮市大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教育科目の授業科目及び単位

数は、別表第１のとおりとする。 

３ 文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部における専門教育科目の授業科

目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別表第２の(1)のとおりとする。 

４ マネジメント創造学部の授業科目及び単位数は、別表第２の（3）のとおりとする。

５ フロンティアサイエンス学部における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区

別は、別表第 2の(4)のとおりとする。 

６ グローバル教養学環における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別

表第 2の（5）のとおりとする。 

７ 卒業に必要な単位数は、別表第 2 の（1）、別表第 2 の（3）、別表第 2 の（4）及び別表第 2 の

（5）のとおりとする。

第６条の２ 特定の分野又は課題に関する授業科目を体系的に編成する副専攻を置くことができる。 

２ 副専攻に関する規程については、別に定める。 

第７条 本大学の修業年限は、４年とする。 

第８条 中学校及び高等学校の教育職員免許状を得るために必要な教科及び教職に関する科目（教科に

関する専門的事項の科目を除く。）の授業科目及び単位数は、別表第３のとおりとする。 

第９条 教育職員免許状を得るための資格を得ようとする者は、別に定める教育職員養成課程に関す 

 る規程に従い、必要な単位を修得しなければならない。 

２ 本大学において、取得できる免許状の種類及び免許教科は、次のとおりとする。 

学  部 学 科 免許教科 免 許 状 の 種 類 

 文学部  日本語日本文学科  国語  中学校教諭一種免許状 
 高等学校教諭一種免許状 

 英語英米文学科  英語  中学校教諭一種免許状 
 高等学校教諭一種免許状 

 社会学科  社会  中学校教諭一種免許状 

 公民  高等学校教諭一種免許状 

 人間科学科  社会  中学校教諭一種免許状 

 地理歴史 
 高等学校教諭一種免許状 

 公民 

 歴史文化学科  社会  中学校教諭一種免許状 

 地理歴史  高等学校教諭一種免許状 

 理工学部  物理学科 
 生物学科 
 機能分子化学科 

 理科 
 中学校教諭一種免許状 
 高等学校教諭一種免許状 

 経済学部 経済学科  社会  中学校教諭一種免許状 

地理歴史 
高等学校教諭一種免許状 

公民 

法学部 法学科 社会 中学校教諭一種免許状 

地理歴史 
高等学校教諭一種免許状 

公民 

 経営学部 経営学科  社会 中学校教諭一種免許状 

 公民 
 高等学校教諭一種免許状 

商業 

知能情報学部 知能情報学科 
 数学 

 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
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情報 高等学校教諭一種免許状 

第 10 条 図書館司書又は学校図書館司書教諭の資格を得ようとする者は、別表第４の(1)に定めるとこ

ろに従い、必要な専門教育科目の単位を修得しなければならない。 

第 10 条の２ 博物館学芸員の資格を得ようとする者は、別表第 4 の（2）に定めるところに従い、必要

な専門教育科目の単位を修得しなければならない。 

第 10 条の３ 公認心理師の受験資格を得るために大学において必要な科目を修めようとする者は、

別表第 4の(3)に定めるところに従い、必要な専門教育科目の単位を修得しなければならない。 

第 11 条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもつて構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考

慮して、次の基準により単位数を計算する。 

（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲の授業をもつて１単位とする。

（２）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲の授業をもつて１単位とする。

（３）一つの授業科目のなかで、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行

う場合の授業科目については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して定める時間

の授業をもつて１単位とする。

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究及び卒業実験等の授業科目については、これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮

して単位数を定めることができる。 

第 11 条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 本大学は、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で

履修させることができる。 

３ 本大学は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメ

ディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様とす

る。  

４ 本大学は、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。 

第 11 条の３ 学生に対して、授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明示するも

のとする。 

２ 学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たつては、客観性を確保するため、学生に対してその基

準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがつて適切に行うものとする。 

第４章 試験及び学士の学位 

第 12 条 学生は、学期の初めに履修を希望する授業科目を届け出て承認を得なければならない。 

第 12 条の２ 教育上有益と認めるときは、他の大学（外国の大学を含む。）との協議に基づき、学 

生に当該大学の授業科目を履修させることがある。 

２ 前項により修得した単位は、６０単位を限度として、本大学において修得した単位とみなすこと 

ができる。 

３ 第１項の規定に基づく外国留学（以下「留学」という。）に関しては、この学則に定めるものの 

ほか別に定める。 

第 13 条 単位の認定は、試験その他適当な方法による。ただし、実験、実習、演習、体育の実技等 

は、平常の成績によることができる。 

２ 授業科目の成績の評価は、秀（ＡＡ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・可（Ｃ）・不可（Ｄ）の５種とし、 

その評点は、１００点を満点として次のとおり定める。 
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  秀 （ＡＡ）９０点以上 

  優 （Ａ） ８０点以上９０点未満 

  良 （Ｂ） ７０点以上８０点未満  合格 

 可 （Ｃ） ６０点以上７０点未満 

 不可（Ｄ） ６０点未満       不合格 
 

第 14 条 試験は、原則として学期末又は学年末に行う。 
 

第 15 条 削 除 
 

第 16 条 ４年以上在学して第６条に掲げられた所定の授業科目及び履修方法により卒業に必要な単位数

を修得した者には、学部教授会又は学環会議及び合同教授会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業

証書・学位記を授与する。 

２ 本大学に３年以上在学した学生が、別に定める規程に従い卒業に必要な単位を優秀な成績で修得し

たと認められる場合には、第７条に規定する修業年限の特例扱いとして学部教授会又は学環会議及び

合同教授会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与することができる。 

 

第 16 条の２ 前条第 1 項の定めにかかわらず、卒業に必要な要件を満たした者が目標とする進路、資

格等を獲得するために卒業を保留し、引き続き在学を希望した場合、学部教授会又は学環会議及び合

同教授会の審議を経て、学長は卒業の延期を許可することができる。 

２ 卒業の延期に関する事項については、別に定める。 
 
第 17 条 本大学を卒業した者には、学部・学科及び学環に応じて、次のとおり学士の学位を授与する。 

 

文学部  日本語日本文学科 

英語英米文学科 

社会学科 

人間科学科 

歴史文化学科 

 学士(文学) 

学士(文学) 

学士(社会学) 

学士(文学) 

学士(文学) 

理工学部 

 

 

物理学科 

生物学科 

機能分子化学科 

 学士(理学)又は学士(理工学) 

学士(理学) 

学士(理工学) 

経済学部 経済学科  学士(経済学) 

法学部 法学科  学士(法学) 

経営学部 経営学科  学士(経営学) 

知能情報学部 知能情報学科  学士(知能情報学) 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科  学士（マネジメント） 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科  学士（理工学） 

グローバル教養学環   学士（グローバル教養） 
 

第５章 学年、学期及び休業日 
 

第 18 条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
 

第 19 条 学年は、前期・後期の２学期に分ける。 

 前 期    ４月 １日～９月 16 日 

  後 期    ９月 17 日～３月 31 日 
 

第 20 条 休業日を次のとおり定める。 

（１） 日曜日 

（２） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（３） 本学園創立記念日（４月２１日） 

（４） 夏期休業日、冬期休業日は学年暦によるものとする。 

２ 学長は、学年暦編成上必要ある場合は、前項の休業日を授業日に変更することができる。 
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３ 学長は、必要に応じ臨時に授業を休止又は変更することができる。 

第６章 入学、転学部、留学、休学、除籍及び退学 

第 21 条 入学の時期は、学年初めとする。 

第 22 条 本大学の第１年次に入学する資格のある者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

（１） 高等学校又は中等教育学校の卒業者

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。）

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定した者

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

（５） 文部科学大臣の指定した者

（６） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業

程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和２６年文部省令第１３号）により大学入学資格検定に合格した者を含む。）

（７） その他相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると学長が認め

た者

第 23 条 入学は、選考によつて学長が決定する。 

第 24 条 選考によつて入学を決定された者は、所定の期日までに入学に必要な手続をしなければなら 

ない。 

第 25 条 本大学への編入学を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することができ

る。 

２ 編入学についての細則は、別に定める。 

第 26 条 本大学を卒業し、さらに本大学の他の学部・学科及び学環に学士入学を願い出る者があるとき

は、選考の上、学長は、これを許可することができる。 

２ 学士入学についての細則は、別に定める。 

第 27 条  他の学部へ転学部を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することができ

る。 

２ 転学部についての細則は、別に定める。 

第 27 条の２ 第１２条の２の規定に基づく留学を希望する者は、願い出て学長の許可を受けなければな

らない。 

２ 前項により留学をした期間は、第１６条及び第２９条に規定する在学期間に算入する。 

第 28 条 疾病その他やむを得ない理由により休学を願い出る者があるときは、学長は、これを許可

することができる。 

２ 疾病のため修学に適さないと認められる者については、学長が休学を命ずることがある。 

３ 海外渡航の期間が６箇月以上にわたるときは、休学しなければならない。 

４ 休学の期間は、継続して２年を、通算して４年を超えることができない。 

５ 休学期間中に復学を願い出る者があるときは、学長は、これを許可することができる。 

６ 休学の期間は、第１６条及び次条に規定する在学期間に算入しない。 

第 29 条 本大学に在学する期間は、８年を超えることができない。 

２ 在学期間が８年を超える場合は、除籍する。 

第 30 条 学費を納付しない者は、除籍する。ただし、１年以内に復籍を願い出たとき、又は１年経 
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過後再入学を願い出たときは、審議の上、学長は、これを許可することができる。 
 

第 30 条の２ 死亡又は行方不明となつた者は、除籍する。 
  
第 31 条 疾病その他やむを得ない理由によつて退学しようとするときは、学長の許可を受けなければな

らない。 

  

第 32 条 前条により退学した者が再入学を願い出たときは、選考の上、学長は、これを許可するこ

とができる。 
 

第 33 条 他の大学へ入学又は転学を願い出ようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 

第７章 科目等履修生、研究生、聴講生、特別聴講生及び高大連携聴講生 
 

第 34 条 特定の授業科目について履修を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、科目等履修生と

して許可することができる。 

２ 科目等履修生規程については、別に定める。 
 
 

第 34 条の２ 本大学専任教員の指導を受け、特定の事項について研究をしようとする者があるときは、

選考の上、学長は、研究生として許可することができる。 

２ 研究生規程については、別に定める。 
 

第 34 条の３ 特定の授業科目について聴講を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、聴講生と

して許可することができる。 

２ 聴講生規程については別に定める。 
 

第 34 条の４ 他の大学との協議に基づき、本大学の授業科目を履修させる場合には、選考の上、学長

は、特別聴講生として許可することができる。 
 

第 34 条の５ 甲南高等学校との協議及び教育委員会又は高等学校との協定に基づき、当該高校生が本

大学が指定する授業科目の聴講を願い出る場合は、選考の上、学長は、高大連携聴講生として許可す

ることができる。 

２ 高大連携聴講生については、別に定める。 

 

第７章の２ 特別の課程 

 

第 34 条の 6 学校教育法に規定する本大学の学生以外の者を対象とした特別の課程として、履修証明プ

ログラムを編成することができる。 

2 履修証明プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 
 
   第７章の３ 外国人留学生 

 
第 34 条の７ 出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政令第 319 号）に定める留学という在留資格の取

得を必要とする者が、本大学に入学しようとする場合は、選考の上、学長は、外国人留学生として、

これを許可することができる。 

２ 外国人留学生の受入れについては、別に定める。            
 

第８章 賞罰 
 

第 35 条 学業、人物、文化芸術、運動等の分野において優秀な者は表彰する。 
 

第 36 条 学生に本大学の規則に違反し、又は学生の本分にもとる行為があると認めたときは、合 

 同教授会の審議を経て、学長が懲戒を決定する。 

２ 学生の懲戒に関する規程は、別に定める。 

 
-学則-8-



 
第 37 条 懲戒処分は、訓告、停学及び退学とする。退学は、次の各号のいずれかに該当する者につ 

 いて行う。 

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（２） 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

（３） 正当な理由がなくて出席が常でない者 

（４） 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 
 

第９章 入学受験料、科目等履修生検定料、研究生申請料、聴講生検定料、履修証明プログラム

検定料、入学金、授業料、研究資料費、実験費、実習費、復籍料、在籍料、学修在籍料、

科目等履修料、研究生登録料、聴講料及び履修証明プログラム履修料 
   

第 38 条 本大学に入学を願い出る者は、別表第５に定める入学受験料を納付しなければならない。 

２ 本大学に科目等履修生を願い出る者は、別表第５に定める科目等履修生検定料を納付しなけれ 

 ばならない。 

３ 研究生を願い出る者は、別表第５に定める研究生申請料を納付しなければならない。 

４ 聴講生を願い出る者は、別表第５に定める聴講生検定料を納付しなければならない。 

５ 履修証明プログラムの履修を願い出る者は、別表第 5 に定める履修証明プログラム検定料を納付

しなければならない。 
 

第 39 条 本大学に入学を許可された者は、別表第６に定める入学金を納付しなければならない。  
 

第 40 条 学生は、別表第７の(1)に定める授業料を納付しなければならない。実験又は実習を要する授

業科目を履修する者は、別表第７の(2)に定める実験費又は別表第７の(3)に定める実習費を納付しな

ければならない。 

２ 文学部人間科学科１年次学生は、別表第７の(1)に定める研究資料費を納付しなければならない。 

３ 休学中の者は、別表第７の(4)に定める在籍料を納付しなければならない。 

４ 第 30 条により復籍を許可された者は、復籍料を納付しなければならない。 

５ 第 16 条の２により卒業の延期を許可された者は、別表第 7の(6)に定める学修在籍料を納付しなけ 

ればならない。 
 

第 41 条 科目等履修生は、別表第７の(5)に定める科目等履修料を納付しなければならない。 
 

第 41 条の２ 研究生は、別表第７の(5)に定める研究生登録料を納付しなければならない。 
 

第 41 条の３ 聴講生は、別表第７の(5)に定める聴講料を納付しなければならない。 
 

第 41 条の４ 履修証明プログラム生は、別表第 7 の（7）に定める履修料を納付しなければならない。 

 

第 42 条 入学金、授業料、研究資料費、実験費、実習費、復籍料、在籍料、学修在籍料、科目等履

修料、研究生登録料、聴講料、履修証明プログラム履修料等の学費及び入学受験料、科目等履修生

検定料、研究生申請料、聴講生検定料、履修証明プログラム検定料の徴収については、別に定める。 
 

第 43 条 既納の学費、入学受験料、科目等履修生検定料、研究生申請料、聴講生検定料及び履修証明プ

ログラム検定料は、返還しない。 

２ 入学許可を得た者で、指定の期日までに入学手続きの取消しを願い出たものについては、前項にか

かわらず、入学金又はこれに相当する金額を除く学費を返還することがある。 
 

 
  第１０章 図書館 
 

第 44 条 本大学に図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

 

第 44 条の２ 削除 
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２    削除 

  第１１章 研究所 

第 45 条 本大学に総合研究所を置く。 

２ 総合研究所に関する規程は、別に定める。 

第 45 条の２ 削除 

第 45 条の３ 削除 

第 45 条の４ 本大学に人間科学研究所を置く。 

２ 人間科学研究所に関する規程は、別に定める。 

第 45 条の５ 本大学に先端生命工学研究所を置く。 

２ 先端生命工学研究所に関する規程は、別に定める。 

第 45 条の６ 本大学にフロンティア研究推進機構を置く。 

２ フロンティア研究推進機構に関する規程は、別に定める。

第 45 条の７ 削除 

第 45 条の８ 本大学にビジネス・イノベーション研究所を置く。 

２ ビジネス・イノベーション研究所に関する規程は、別に定める。 

第 45 条の９ 削除 

第 45 条の 10 削除 

 第１２章 全学教育推進機構 

第 46 条 本大学に全学教育推進機構を置く。 

２ 全学教育推進機構に関する規程は、別に定める。 

第 46 条の２ 全学教育推進機構の下に、全学共通教育センターを置く。 

２ 全学共通教育センターに関する規程は、別に定める。 

第 46 条の３ 全学教育推進機構の下に、スポーツ・健康科学教育研究センターを置く。 

２ スポーツ・健康科学教育研究センターに関する規程は、別に定める。

第 46 条の４ 全学教育推進機構の下に、教育学習支援センターを置く。 

２ 教育学習支援センターに関する規程は、別に定める。 

第 46 条の５ 全学教育推進機構の下に、国際言語文化センターを置く。 

２ 国際言語文化センターに関する規程は、別に定める。 

第 46 条の６ 全学教育推進機構の下に、グローバル教養学環を置く。 

２ グローバル教養学環に関する規程は、別に定める。 

第１３章 削除 

第 47 条 削除 
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第１３章の２ 削除 

第 47 条の２ 削除 

第１３章の３ 学生支援機構 

第 47 条の３ 本大学に学生支援機構を置く。 

２ 学生支援機構に関する規程は、別に定める。 

第 47 条の４ 学生支援機構の下に、学生生活支援センターを置く。 

２ 学生生活支援センターに関する規程は、別に定める。 

第 47 条の５ 学生支援機構の下に、学生相談センターを置く。 

２ 学生相談センターに関する規程は、別に定める。 

 第１４章 削除 

第 48 条 削除 

第１４章の２ 削除 

第 48 条の２ 削除 

第１４章の３ 国際交流センター 

第 48 条の３ 本大学に国際交流センターを置く。 

２ 国際交流センターに関する規程は、別に定める。 

第１４章の４ 教職教育センター 

第 48 条の４ 本大学に教職教育センターを置く。 

２ 教職教育センターに関する規程は、別に定める。 

第１４章の５ 社会連携機構 

第 48 条の５ 本大学に社会連携機構を置く。 

２ 社会連携機構に関する規程は、別に定める。 

第 48 条の６ 社会連携機構の下に、地域連携センターを置く。 

２ 地域連携センターに関する規程は、別に定める。 

第 48 条の 7 社会連携機構の下に、リカレント教育センターを置く。 

２ リカレント教育センターに関する規程は、別に定める。

第１４章の６ 公認心理師養成センター 

第 48 条の８ 本学に公認心理師養成センターを置く。 

２ 公認心理師養成センターに関する規程は、別に定める。 

 第１５章 教職員組織 

第 49 条 本大学に学長、教授、准教授、講師、助教及びその他の職員を置く。 

２ 職制に関する規程は、別に定める。 
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第１６章 教授会 

第 50 条 本大学に合同教授会、学部教授会、全学共通教育センター教員会議及び学環会議（以下、

「教授会等」という。）を置く。 

２ 教授会等は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、これを審議し、意見を述べ

るものとする。 

(１) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(２) 学位の授与

(３) 前 2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会等の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が定めるもの 

３ 教授会等は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会等が置かれる組織の

長（以下、この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審

議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

第 51 条  削除 

第 52 条 削除 

第 53 条 合同教授会に関する規程は、別に定める。 

第 54 条 削除 

第 55 条 削除 

第 55 条の２ 削除 

第 55 条の３ 削除 

第 56 条 各学部の教授会及び全学共通教育センターの教員会議に関する規程は、別に定める。 

２ 前項に定める教授会等の下に、各種委員会を設置することができる。 

  第１７章 削除 

第 57 条 削除 

第 58 条 削除 

第 59 条 削除 

第 60 条 削除 

 第１７章の２  削除 

第 60 条の２  削除 

第 60 条の３ 削除 

第 60 条の４  削除 

第 60 条の５  削除 

 第１８章 大学会議 

第 61 条 本大学に大学会議を置く。 

第 62 条  削除 

第 63 条 削除 
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第 64 条 大学会議に関する規程は、別に定める。 

 

 

   第１９章 自己点検・評価、認証評価、情報公開等 

 

第 65 条 本大学は、教育研究水準の向上を図り、本大学の目的及び社会的使命を達成するため、文部科

学大臣の定めるところにより、本大学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、

その結果を公表する。 

２ 前項の点検及び評価に関する規程は、別に定める。 

３ 本大学は、第 1 項の点検及び評価の結果について、政令で定める期間ごとに、文部科学大臣の認証を

受けた者による評価を受けるものとする。 

 

第 66 条 本大学は、本大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施する

ものとする。 

 

第 67 条 本大学は、本大学における教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を

図ることができる方法によつて、積極的に情報を提供するものとする。 

 

 

 附 則 

この学則は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

この学則は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

この学則は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

この学則は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

 

1 この学則は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。 

2 第 4 条のグローバル教養学環入学定員及び収容定員は、法学部法学科及びマネジメ

ント創造学部マネジメント創造学科の入学定員及び収容定員の内数とし、グローバル

教養学環の入学定員及び収容定員に係る各学科の内数は、次のとおりとする。 

 

学部及び学環 学科 入学定員 収容定員 

法学部 法学科 345（15）  1,380（60）  

計 345（15）  1,380（60）  

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 180（10）  720（40）  

計 180（10）  720（40）  

※（ ）は、グローバル教養学環の入学定員及び収容定員に係る各学科の内数を

示す。 
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別表第１ 

ア 基礎共通科目

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

人文科学系 社会科学系 

Ａ
群
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

哲 学 

倫 理 学 

心 理 学 

歴 史 学 

文 学 

哲 学 プ ラ ク テ ィ ス 

女 性 学 

現 代 の 芸 術 

宗 教 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ａ
群
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

社 会 学 

法 学 

経 済 学 

経 営 学 

政 治 学 

地 理 学 

国 際 関 係 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

B

群

人

間

を

学

ぶ 

生 態 人 類 学 

環 境 と 文 学 

芸 術 と 社 会 

生 命 と 倫 理 

人 権 （ 同 和 ） の 問 題 

感 情 ・ 人 格 心 理 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

B

群

経

済

を

学

ぶ 

産 業 と 経 済 

企 業 と 情 報 

歴 史 と 経 済 

現 代 社 会 と 企 業 

世 界 と 経 済 

暮 ら し と 経 済 

福 祉 と 経 済 

社 会 と フ ァ イ ナ ン ス 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

C

群

文

化

を

学

ぶ 

こ と ば と 社 会 

コミュニケーション論

イ メ ー ジ と 文 化

日 本 語 の 諸 相 

比 較 文 化 

芸 術 学 基 礎 論 

現 代 思 想 

近 現 代 の 文 学 

日 本 研 究 

越 境 す る 文 化 と 文 学 

伝 統 文 化 を 学 ぶ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

C

群

社

会

を

学

ぶ 

現 代 社 会 論 

現 代 都 市 論 

公 共 哲 学 

環 境 人 間 学 

社 会 福 祉 論 

家 族 関 係 論 

歴 史 と 社 会 

ボ ラ ン テ ィ ア 論
グローバリゼーションと文化 

地 域 連 携 入 門 

地 域 と メ デ ィ ア

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

D

群

歴

史

を

学

ぶ 

社 会 思 想 史 

歴 史 と 文 化 

文 学 と 歴 史 

地 域 と 文 化 

芸 術 史 

歴 史 と メ デ ィ ア

国 際 化 の 歴 史 

生 活 の 歴 史 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

D

群

法

と

政

治

を

学

ぶ 

日 本 国 憲 法 

社 会 生 活 と 法 

現 代 政 治 論 

法 と 情 報 

環 境 法 学 

家 族 関 係 と 法 

少 子 高 齢 社 会 と 法 

財 産 と 法 

消 費 者 問 題 

市 場 と 法 

組 織 と 法 

ま ち づ く り と 行 政 

地 域 創 生 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

自然科学系 学際融合系 

Ａ
群
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

数 学 

物 理 学 

化 学 

生 物 学 

地 学 

生 命 化 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

ケ ア の 論 理 

ラ イ フ プ ラ ン 教 育

癒 し の 諸 相 

自 己 の 探 求 

心 の 健 康 科 学 

保 健 衛 生 

人体の構造と機能及び疾病 

環 境 教 育 の 実 践 

食 品 科 学 

フ ロ ン ト ラ ン ナ ー 講 座

情 報 社 会 の セ キ ュ リ テ ィ

社 会 を 読 み 解 く 

（クリティカルシンキング）

文 章 表 現 論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

B

群

自

然

の

歴

史

を

学

ぶ 

地 球 の 歴 史 

生 物 の 歴 史 

自 然 と 人 間 

自 然 科 学 史 

技 術 の 歴 史 

環 境 と 地 理 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

C

群

現

代

科

学

を

学

ぶ 

現 代 生 活 と 物 理 学 

現 代 生 活 と 生 物 学 

現 代 生 活 と 数 理 科 学 

現代生活と最先端科学 

核 と 環 境 

環 境 の 化 学 

大 気 と 海 洋 

国際化と情報ネットワーク 

国際社会における最先端科学 

現 代 生 活 と 生 命 化 学 

Science in the world Today  

Science,Technology and SDGs 

S c i e n c e N e w s 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国際言語文化系 

ヨ ー ロ ッ パ の 文 化 を 学 ぶ

ア ジ ア の 文 化 を 学 ぶ

ヨ ー ロ ッ パ の 言 語 と 社 会

ア ジ ア の 言 語 と 社 会

国 際 理 解

国 際 理 解 E n g l i s h 

日 本 理 解 

J a p a n  T o p i c s 

C u l t u r e T o p i c s Ⅰ 

C u l t u r e T o p i c s Ⅱ 

E n g l i s h  f o r  S c i e n c e 

S c i e n c e  W r i t i n g 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

D

群

情

報

を

学

ぶ 

知 能 情 報 

生 体 情 報 

感 性 情 報 

生 命 情 報 

認 知 科 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

スポーツ健康系

ス ポ ー ツ 心 理 学

ス ポ ー ツ 運 動 学

ス ポ ー ツ 文 化 論

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト

生 涯 ス ポ ー ツ 論

ス ポ ー ツ 医 学 

運 動 生 理 学 

健 康 と 生 命 科 学 

ス ポ ー ツ コ ー チ ン グ 論

ト レ ー ニ ン グ 論

基 礎 ス ポ ー ツ 健 康 科 学

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

導入共通科目 

甲 南 大 学 と 平 生 釟 三 郎

共 通 基 礎 演 習 

I T 基 礎 

A I・データサイエンス入門 

２ 

２ 

２ 

２ 
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履修方法 

1 文学部、経済学部、法学部及び経営学部の学生

は、次に定めるとおり18単位を修得しなければな

らない。 

（1）人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ4単位以上 

（2）学際融合系、国際言語文化系、スポーツ健康

系の授業科目の中から、2単位以上 

（3）導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「IT基礎」「AI・データサイエンス

入門」の中から、2単位以上 

2 国際言語文化副専攻に登録した文学部、経済学

部、法学部および経営学部の学生は、上記の第1

項にかかわらず、基礎共通科目及び第2号に定める

外国語科目から次に定めるとおり18単位を修得し

なければならない。 

(1) 人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ2単位以上

(2) 国際言語文化系の授業科目、外国語科目「中

級英語Writing」「中級英語Presentation」

「中級ドイツ語Ⅰ」「中級ドイツ語Ⅱ」「中

級フランス語Ⅰ」「中級フランス語Ⅱ」「中

級中国語Ⅰ」「中級中国語Ⅱ」「中級韓国語

Ⅰ」「中級韓国語Ⅱ」の中から、8単位

(3) 導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「IT基礎」「AI・データサイエ

ンス入門」の中から、2単位以上

３ スポーツ健康副専攻に登録した文学部、経済

学部、法学部および経営学部の学生は、上記の第1

項にかかわらず、基礎共通科目から次に定めると

おり18単位を修得しなければならない。 

(1) 人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ2単位以上

(2) スポーツ健康系の授業科目の中から、8単位

(3) 導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「IT基礎」「AI・データサイエ

ンス入門」の中から、2単位以上

４ 理工学部及び知能情報学部の学生は、次に定

めるとおり16単位を修得しなければならない。 

（1）人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ4単位 

（2）学際融合系、国際言語文化系、スポーツ健康

系の授業科目の中から、2単位 

（3）導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「AI・データサイエンス入門」の中

から、2 単位 

５ 国際言語文化副専攻に登録した理工学部およ

び知能情報学部の学生は、上記の第 2 項にかかわ

らず、次に定めるとおり 16 単位を修得しなければ

ならない。 

(1) 人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ2単位

(2) 国際言語文化系の授業科目の中から、8単位

(3) 導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「AI・データサイエンス入門」

の中から、2単位

６ スポーツ健康副専攻に登録した理工学部およ

び知能情報学部の学生は、上記の第 2 項にかかわ

らず、次に定めるとおり 16 単位を修得しなければ

ならない。 

(1) 人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ2単位

(2) スポーツ健康系の授業科目の中から、8単位

(3) 導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「AI・データサイエンス入門」

の中から、2単位

７ フロンティアサイエンス学部の学生は、次に

定める授業科目の中から 10 単位を修得しなけれ

ばならない。 

（1）人文科学系、社会科学系、学際融合系（「フ

ロントランナー講座」を除く）、国際言語文化系、

スポーツ健康系の授業科目

（2）導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「AI・データサイエンス入門」

８ 文学部、経済学部、法学部及び経営学部の外

国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入

学した学生は、上記第１項にかかわらず、次に定

めるとおり 18 単位を修得しなければならない。

(1) 人文科学系、社会科学系、自然科学系の授業

科目の中から、それぞれ2単位以上

(2) 学際融合系、スポーツ健康系、国際言語文化

系の授業科目の中から、2単位以上

(3) 導入共通科目「甲南大学と平生釟三郎」「共

通基礎演習」「IT基礎」「AI・データサイエ

ンス入門」の中から、2単位以上

(4) 外国語科目「大学日本語中級Ⅰ」「大学日本

語中級Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ」「大学日本

語上級Ⅱ」の中から、4単位以上
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イ 外国語科目

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

基 

礎 

外 

国 

語 

S
k

ill

‐b
a
se

d
 

College English Reading and Writing 

C o l l e g e  E n g l i s h  L i s t e n i n g 

C o l l e g e  E n g l i s h  S p e a k i n g 

２ 
１ 
１ 

上 

級 

外 

国 

語 
T

e
st P

re
p

a
ra

tio
n

 

上 級 英 語 T O E I C ４ 

C
o
n

te
n

t

‐b
a
se

d
 

上級英語 Global TopicsⅠ 
上級英語 Global TopicsⅡ 
上級英語 Life TopicsⅠ 
上級英語 Life TopicsⅡ 
上級英語 Career EnglishⅠ 

上級英語 Career EnglishⅡ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 基 礎 ド イ ツ 語 Ⅰ 

基 礎 ド イ ツ 語 Ⅱ 
基 礎 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 
基 礎 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 
基 礎 中 国 語 Ⅰ 
基 礎 中 国 語 Ⅱ 
基 礎 韓 国 語 Ⅰ 
基 礎 韓 国 語 Ⅱ 
大 学 日 本 語 入 門 Ⅰ 
大 学 日 本 語 入 門 Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

上 級 ド イ ツ 語 Ⅰ 
上 級 ド イ ツ 語 Ⅱ 
上 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 
上 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 
上 級 中 国 語 Ⅰ 
上 級 中 国 語 Ⅱ 
上 級 韓 国 語 Ⅰ 
上 級 韓 国 語 Ⅱ 
上 級 外 国 留 学 科 目 Ⅰ 

上 級 外 国 留 学 科 目 Ⅱ 

大 学 日 本 語 上 級 Ⅰ 
大 学 日 本 語 上 級 Ⅱ 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 

中 

級 

外 

国 

語 

S
k

ill

‐b
a

se
d

 

中級英語 Spe a k i n g 
中級英語 Presentation 
中級英語 Listening 
中級英語 R e a d i n g 
中級英語 W r i t i n g 
中級英語 Pronunciation 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
２ 

海
外
語
学
講
座 
・ 
留
学
支
援
科
目 

海 外 語 学 講 座 Ⅰ 
海 外 語 学 講 座 Ⅱ 
海 外 語 学 講 座 Ⅲ 
海 外 語 学 講 座 Ⅳ 
T O E F L Ⅰ 
T O E F L Ⅱ 
I E L T S Ⅰ 
I E L T S Ⅱ 
E n g l i s h R e g i o n s Ⅰ 
E n g l i s h R e g i o n s Ⅱ 
E n g l i s h R e g i o n s Ⅲ 
E n g l i s h R e g i o n s Ⅳ 
G e r m a n S t u d i e s Ⅰ 
G e r m a n S t u d i e s Ⅱ 
G e r m a n S t u d i e s Ⅲ 
G e r m a n S t u d i e s Ⅳ 
F r e n c h S t u d i e s Ⅰ 
F r e n c h S t u d i e s Ⅱ 
F r e n c h S t u d i e s Ⅲ 
F r e n c h S t u d i e s Ⅳ 
C h i n e s e S t u d i e s Ⅰ 
C h i n e s e S t u d i e s Ⅱ 
C h i n e s e S t u d i e s Ⅲ 
C h i n e s e S t u d i e s Ⅳ 
K o r e a n S t u d i e s Ⅰ 
K o r e a n S t u d i e s Ⅱ 
K o r e a n S t u d i e s Ⅲ 
K o r e a n S t u d i e s Ⅳ 

４ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

Test Preparation
 

中 級 英 語 T O E I C ４ 

C
o
n

te
n

t

‐b
a
se

d 

中級英語 Global TopicsⅠ 

中級英語 Global TopicsⅡ 

中級英語 Life TopicsⅠ 

中級英語 Life TopicsⅡ 

中級英語Career EnglishⅠ 

中級英語Career EnglishⅡ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

中 級 ド イ ツ 語 Ⅰ 

中 級 ド イ ツ 語 Ⅱ 

中 級 ド イ ツ 語 Ⅲ 

中 級 ド イ ツ 語 Ⅳ 

中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 

中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 

中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅲ 

中 級 フ ラ ン ス 語 Ⅳ 

中 級 中 国 語 Ⅰ 

中 級 中 国 語 Ⅱ 

中 級 中 国 語 Ⅲ 

中 級 中 国 語 Ⅳ 

中 級 韓 国 語 Ⅰ 

中 級 韓 国 語 Ⅱ 

中 級 韓 国 語 Ⅲ 

中 級 韓 国 語 Ⅳ 

外 国 留 学 科 目 Ⅰ 

外 国 留 学 科 目 Ⅱ 

外 国 留 学 科 目 Ⅲ 

外 国 留 学 科 目 Ⅳ 

大 学 日 本 語 中 級 Ⅰ 

大 学 日 本 語 中 級 Ⅱ 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
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履修方法 

１ 文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部の学生は、次に定めるとおり 

8 単位を修得しなければならない。 

（１）College English４単位を修得しなければならない。

（２）基礎ドイツ語、基礎フランス語、基礎中国語及び基礎韓国語について 1 外国語 4 単位を修

得しなければならない。

（３）上記（２）にかかわらず、外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生

は、College English４単位及び大学日本語入門 4 単位を修得しなければならない。

（４）大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）

は、外国人留学生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。 

２ フロンティアサイエンス学部の学生は、College English 4 単位を修得しなければならない。 

ウ 保健体育科目

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

基 礎 体 育 学 演 習 ２ 生涯スポーツ・ﾚｸﾚｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂⅠ 

生涯スポーツ・ﾚｸﾚｰｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂⅡ 

生涯スポーツ・ジョギングⅠ 

生涯スポーツ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実習Ⅰ 

生涯スポーツ・トレーナー実習Ⅰ 

生涯スポーツ・ﾌｨｯﾄﾈｽ実習Ⅰ 

生涯スポーツ・スノースポーツⅠ 

生涯スポーツ・スノースポーツⅡ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

生涯スポーツ・バドミントンⅠ 

生涯スポーツ・バドミントンⅡ 

生涯スポーツ・硬式テニスⅠ 

生涯スポーツ・硬式テニスⅡ 

生 涯 ス ポ ー ツ ・ 卓 球 Ⅰ 

生涯スポーツ・エアロビクスⅠ 

生 涯 ス ポ ー ツ ・ ゴ ル フ Ⅰ 

生 涯 ス ポ ー ツ ・ ゴ ル フ Ⅱ 

生涯スポーツ・健康柔道Ⅰ 

生涯スポーツ・健康柔道Ⅱ 

生涯スポーツ・バスケットボールⅠ 

生涯スポーツ・バスケットボールⅡ 

生涯スポーツ・バレーボールⅠ 

生涯スポーツ・バレーボールⅡ 

生涯スポーツ・フットサルⅠ 

生涯スポーツ・フットサルⅡ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

履修方法 

 基礎体育学演習２単位を修得しなければ 

ならない。 

エ キャリア創生共通科目

授  業  科  目 単位数 備 考 

演習 

共 通 応 用 演 習 Ⅰ ２ 

共 通 応 用 演 習 Ⅱ ２ 

文 理 融 合 総 合 研 究 ８ 

キャリアデザイン系

ベーシック・キャリアデザイン 

イ ン タ ー ン シ ッ プ

キ ャ リ ア ゼ ミ 

プラクティカル・キャリアデザインⅠ 

プラクティカル・キャリアデザインⅡ 

アドバンスト・キャリアデザイン

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

ビジネス系 

入 門 マ ネ ジ メ ン ト ２ 

実 践 マ ネ ジ メ ン ト ２ 

入 門 パ ー ソ ナ ル フ ァ イ ナ ン ス ２ 

応 用 パ ー ソ ナ ル フ ァ イ ナ ン ス ２ 

入 門 ビ ジ ネ ス 会 計 ２ 

実 践 ビ ジ ネ ス 会 計 ２ 

入 門 商 業 簿 記 Ⅰ ２ 
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入 門 商 業 簿 記 Ⅱ ２ 

中 級 簿 記 ４ 

工 業 簿 記 ４ 

上 級 簿 記 Ⅰ ２ 

上 級 簿 記 Ⅱ ２ 

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅰ ２ 

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅱ ２ 

上 級 工 業 簿 記 ２ 

上 級 原 価 計 算 ２ 

起業・アントレプレナーシップを学ぶ ２ 

政策・法務系 

ビ ジ ネ ス を 支 え る 法 の 世 界 ２ 

入 門 ビ ジ ネ ス 法 務 ２ 

実 践 ビ ジ ネ ス 法 務 ２ 

入 門 民 法 財 産 法 編 Ⅰ ２ 

入 門 民 法 財 産 法 編 Ⅱ ２ 

実 践 民 法 Ⅰ ２ 

実 践 民 法 Ⅱ ２ 

実 践 民 法 Ⅲ ２ 

実 践 民 法 Ⅳ ２ 

実 践 民 法 Ⅴ ２ 

実 践 民 法 Ⅵ ２ 

入 門 商 法 会 社 法 編 ２ 

証 券 市 場 と 法 ２ 

金 融 取 引 と 法 ２ 

証 券 業 と 法 ２ 

公 共 政 策 論 Ⅰ ２ 

公 共 政 策 論 Ⅱ ２ 

知 的 財 産 と イ ノ ベ ー シ ョ ン Ⅰ ２ 

知 的 財 産 と イ ノ ベ ー シ ョ ン Ⅱ ２ 

情報系 

I T 応 用 ２ 

情 報 通 信 テ ク ノ ロ ジ Ⅰ ２ 

情 報 通 信 テ ク ノ ロ ジ Ⅱ ２ 

I C T セ キ ュ リ テ ィ ２ 

基 本 情 報 技 術 ２ 

統 計 基 礎 ２ 

デ ー タ サ イ エ ン ス 基 礎 ２ 

統 計 活 用 情 報 分 析 Ⅰ ２ 

統 計 活 用 情 報 分 析 Ⅱ ２ 

国際系 

グローバル・コミュニケーションⅠ ４ 

グローバル・コミュニケーションⅡ ４ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅰ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅱ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅲ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅳ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅴ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅵ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅶ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅷ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅸ ２ 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅹ ２ 
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世 界 の 中 の 日 本 Ⅰ ２ 

世 界 の 中 の 日 本 Ⅱ ２ 

海 外 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ ４ 

海 外 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ ２ 

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ ４ 

ボランティア・地域連携系 

実 践 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ １ 

実 践 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ １ 

地 域 フ ァ シ リ テ イ ト ２ 

地 域 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ ２ 

地 域 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ ２ 

福祉・スポーツ健康科学系 

応 用 ス ポ ー ツ 健 康 科 学 ２ 

障 害 者 ・ 障 害 児 心 理 学 ２ 

福     祉    心    理    学 ２ 

オ 副専攻科目

授業科目 単位数 備考 

副専攻外国留学科目Ⅰ ２ 

副専攻外国留学科目Ⅱ ２ 

副専攻演習 ２ 

カ 単位互換科目

甲南女子大学との単位互換協定に関する科目（１科目２又は４単位）

キ 西宮市大学共通単位講座

西宮市大学共通単位講座に関する科目（１科目２又は４単位）

ク 日本語特設科目

授 業 科 目 単位数 備考 

日 本 語 Ⅰ １０ 

日 本 語 Ⅱ １０ 

日 本 語 Ⅲ １０ 

日 本 語 Ⅳ １０ 

日 本 語 Ⅴ １０ 

履修方法 

Year-in-Japanプログラム参加留学生用 

中 級 日 本 語 Ⅰ ２ 

中 級 日 本 語 Ⅱ ２ 

上 級 日 本 語 ２ 

日 本 の 文 化 Ⅰ ２ 

日 本 の 文 化 Ⅱ ２ 

履修方法 

一般交換留学生用 
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ケ 国際交流科目

授 業 科 目 単位数 備 考 

ジャパンスタディーズ 

ジャパンスタディーズ 1 

ジャパンスタディーズ 2 

ジャパンスタディーズ 3 

ジャパンスタディーズ 4 

ジャパンスタディーズ 5 

ジャパンスタディーズ 6 

ジャパンスタディーズ 7 

ジャパンスタディーズ 8 

ジャパンスタディーズ 9 

ジャパンスタディーズ10 

ジャパンスタディーズ11 

ジャパンスタディーズ12 

ジャパンスタディーズ13 

ジャパンスタディーズ14 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

２ 

２ 

履修方法 

甲南大学外国人留学生、本学学生共に履修可能

コ リカレント教育科目

授 業 科 目 単位数 備 考 

リカレントワークショップ ２ 
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別表第２の（１） 

文学部 

日本語日本文学科 

授業科目 単位数 備考 授業科目 単位数 備考 

必

修

科

目 

日 本 文 学 概 論 Ⅰ 

日 本 文 学 概 論 Ⅱ 

日 本 語 学 概 論 Ⅰ 

日 本 語 学 概 論 Ⅱ 

基 礎 演 習 Ⅰ 

基 礎 演 習 Ⅱ 

演 習 Ⅰ a 

演 習 Ⅰ b 

演 習 Ⅱ a 

演 習 Ⅱ b 

研 究 演 習 

卒 業 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

 30単位必修 

コ
ー
ス
科
目 

日
本
文
学
コ
ー
ス
科
目

文
学
共
通
科
目 

古 典 と 現 代 Ⅰ 

古 典 と 現 代 Ⅱ 

文 学 と 表 現 Ⅰ 

文 学 と 表 現 Ⅱ 

文 学 と 風 土 Ⅰ 

文 学 と 風 土 Ⅱ 

日本文学特殊講義Ⅰ 

日本文学特殊講義Ⅱ 

比 較 文 学 特 殊 講 義 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

8 単位 

以上 

選択 

必修 

日
本
語
コ
ー
ス
科
目 

日
本
語
学
科
目 

日 本 語 音 声 学 Ⅰ 

日 本 語 音 声 学 Ⅱ 

日 本 語 語 彙 論 Ⅰ 

日 本 語 語 彙 論 Ⅱ 

社 会 言 語 学 Ⅰ 

社 会 言 語 学 Ⅱ 

現 代 日 本 語 研 究 Ⅰ 

現 代 日 本 語 研 究 Ⅱ 

日本語学特殊講義Ⅰ 

日本語学特殊講義Ⅱ 

マスコミ言語研究Ⅰ

マスコミ言語研究Ⅱ

言 語 学 概 論 Ⅰ 

言 語 学 概 論 Ⅱ 

対 照 言 語 学 Ⅰ 

対 照 言 語 学 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

基

礎

科

目 

日 本 語 表 現 法 Ⅰ 

日 本 語 表 現 法 Ⅱ 

日 本 文 学 史 Ⅰ a 

日 本 文 学 史 Ⅰ b 

日 本 文 学 史 Ⅱ a 

日 本 文 学 史 Ⅱ b 

漢 文 学 Ⅰ a 

漢 文 学 Ⅰ b 

漢 文 学 Ⅱ a 

漢 文 学 Ⅱ b 

日 本 語 史 Ⅰ 

日 本 語 史 Ⅱ 

日 本 語 文 法 論 Ⅰ 

日 本 語 文 法 論 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

16 単位以上 

選択必修 

日
本
語
教
育
科
目

日 本 語 教 育 概 論 Ⅰ 

日 本 語 教 育 概 論 Ⅱ 

日 本 語 教 育 研 究 Ⅰ 

日 本 語 教 育 研 究 Ⅱ 

日本語教授法研究Ⅰ 

日本語教授法研究Ⅱ 

日本語教育特殊講義 

日 本 事 情 

日本語教授法実習Ⅰ 

日本語教授法実習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

コ
ー
ス
科
目 

日
本
文
学
コ
ー
ス
科
目

古
典
文
学
科
目

上代文学講読Ⅰ 

上代文学講読Ⅱ 

中古文学講読Ⅰ 

中古文学講読Ⅱ 

中世文学講読Ⅰ 

中世文学講読Ⅱ 

近世文学講読Ⅰ 

近世文学講読Ⅱ 

上 代 文 学 研 究 

中 古 文 学 研 究 

中 世 文 学 研 究 

近 世 文 学 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

8 単位 

以上 

選択 

必修 

6 単位 

以上 

選択 

必修 

関
連
科
目

横 断 演 習 Ⅰ 

横 断 演 習 Ⅱ 

日 本 文 化 の 諸 相 

日 本 の 芸 能 

こ ど も の 文 学 ・ 文 化 

こ と ば の 研 究 

メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー

日 本 語 表 現 研 究 Ⅰ 

日 本 語 表 現 研 究 Ⅱ 

国 語 科 教 材 研 究 

国 語 教 育 研 究 

関 西 の こ と ば と 文 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

6 単位 

以上 

選択 

必修 

近
現
代
文
学
科
目

近代文学講読Ⅰ 

近代文学講読Ⅱ 

近代文学講読Ⅲ 

近代文学講読Ⅳ 

現代文学講読Ⅰ 

現代文学講読Ⅱ 

現代文学講読Ⅲ 

現代文学講読Ⅳ 

近 代 文 学 研 究 

現 代 文 学 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

コース

科目に 

ついては 

下記２ 

①～③

に従い、 

40 単位 

以上選 

択必修 
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授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

関
連
科
目

演 習 Ⅲ a 

演 習 Ⅲ b 

書 道 

英 米 文 化 探 訪 Ⅰ 

英 米 文 化 探 訪 Ⅱ 

英 米 文 化 研 究 Ⅰ 

英 米 文 化 研 究 Ⅱ 

民 俗 学 の 諸 問 題 

社 会 心 理 学 

社 会 意 識 論 

文 化 人 類 学 

多 文 化 共 生 論 

日 本 文 化 史 

情 報 社 会 論 

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 研 究

メ デ ィ ア 研 究

現 代 文 化 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

関
連
科
目

地理学・民俗学資料研究Ⅰ 

地理学・民俗学資料研究Ⅱ

古 文 書 学 Ⅰ 

古 文 書 学 Ⅱ 

Ｉ Ｔ 応 用 

地 域 社 会 論 

Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ 論 

メ デ ィ ア 文 化 論

阪 神 文 化 論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業必要単位数 

１ 文学部日本語日本文学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければならない。 

基 礎 共 通 科 目 １８単位 

外 国 語 科 目  ８単位 

保 健 体 育 科 目  ２単位 

専 門 教 育 科 目 １０２単位以上

 計                 １３０単位以上 

２ 日本文学コース科目・日本語コース科目の選択必修単位数については、次の①～③に従うものとする。 

①古典文学科目８単位以上選択必修、近現代文学科目６単位以上選択必修、日本語学科目８単位以上選択必修

（日本文学コース・日本語コース共通）

②日本文学コースを選択したものについては、日本文学コース科目３２単位以上（古典文学科目８単位以上、

近現代文学科目６単位以上を含む。）、日本語学科目８単位以上、併せて４０単位以上選択必修

③日本語コースを選択したものについては、日本語コース科目２６単位以上（日本語学科目８単位以上を含む。）、

古典文学科目８単位以上選択必修、近現代文学科目６単位以上、併せて４０単位以上選択必修

３ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修

のいずれの単位数にも充てることはできない。 

（1） 文学部他学科の専門教育科目及び共通・関連科目（ただしキャリア科目は2単位以内。）

（2） 中級・上級外国語（国際言語文化副専攻に登録した者が履修する「中級英語Writing」「中級英語Presen

tation」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大

学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く）については、16単位以内 

（3） 海外語学講座・留学支援科目については、8単位以内

（4） 生涯スポーツについては、2単位以内

（5） 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（キャリアデザイン系科目は除

く）については、あわせて16単位以内 
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英語英米文学科 

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

必
修

英米文化・文学入門 

英 語 学 入 門 

基 礎 演 習 Ⅰ a 

基 礎 演 習 Ⅰ b 

基 礎 演 習 Ⅱ a 

基 礎 演 習 Ⅱ b 

Q u a l i f y i n g  T e s t 

セ ミ ナ ー Ⅰ a

セ ミ ナ ー Ⅰ b

セ ミ ナ ー Ⅱ a

セ ミ ナ ー Ⅱ b

卒 業 研 究

４ 

４ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

30 単位必修 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

Ｄ
群
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
） 

講 読 演 習 Ⅰ a 

講 読 演 習 Ⅰ b 

講 読 演 習 Ⅱ a 

講 読 演 習 Ⅱ b 

講 読 演 習 Ⅲ a 

講 読 演 習 Ⅲ b 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

2 単位 

以上 

選択 

必修 

2 単位 

以上 

選択 

必修 

2 単位 

以上 

選択 

必修 

Ｅ
群
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
） 

英 作 文 Ⅰ a 

英 作 文 Ⅰ b 

英 作 文 Ⅱ a 

英 作 文 Ⅱ b 

英 作 文 Ⅲ a 

英 作 文 Ⅲ b 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

文
化
・
文
学
・
英
語
学

Ａ
群
（
英
・
米
・
英
語
圏
文
化
）

英 米 文 化 探 訪 Ⅰ 

英 米 文 化 探 訪 Ⅱ 

ブリティッシュ・スタディーズⅠ

ブリティッシュ・スタディーズⅡ

アメリカン・スタディーズⅠ

アメリカン・スタディーズⅡ

英 米 文 化 研 究 Ⅰ 

英 米 文 化 研 究 Ⅱ 

英 語 圏 文 化 Ⅰ 

英 語 圏 文 化 Ⅱ 

西 洋 史 概 説 Ⅰ 

西 洋 史 概 説 Ⅱ 

西 洋 社 会 史 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

4 単位 

以上 

選択 

必修 

Ｆ
群
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
） 

イングリッシュ・フォーラムⅠa

イングリッシュ・フォーラムⅠb

イングリッシュ・フォーラムⅡa

イングリッシュ・フォーラムⅡb

イングリッシュ・フォーラムⅢa

イングリッシュ・フォーラムⅢb

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

英
語
英
米
文
学
科
専
門
そ
の
他

Ｇ
群
（
英
語
力
強
化
）

ボキャブラリー・ビルディングⅠ  

ボキャブラリー・ビルディングⅡ  

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅰ a

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅰ b

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅱ a

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅱ b

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅲ a

ワ ー ク シ ョ ッ プ Ⅲ b

時 事 英 語 Ⅰ

時 事 英 語 Ⅱ

Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ⅰ

Ｃ Ａ Ｌ Ｌ Ⅱ

ビジネス・イングリッシュⅠ

ビジネス・イングリッシュⅡ

翻 訳 セ ミ ナ ー Ⅰ

翻 訳 セ ミ ナ ー Ⅱ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

14 単位 

以上選択 

必修 

Ｂ
群
（
英
・
米
・
英
語
圏
文
学
）

文 学 探 訪 a 

文 学 探 訪 b 

イギリス文学思潮史Ⅰ

イギリス文学思潮史Ⅱ

アメリカ文学思潮史Ⅰ

アメリカ文学思潮史Ⅱ

英 米 文 学 研 究 Ⅰ 

英 米 文 学 研 究 Ⅱ 

英 語 圏 文 学 Ⅰ 

英 語 圏 文 学 Ⅱ 

比 較 文 学 特 殊 講 義 

文 学 思 想 史 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

4 単位 

以上 

選択 

必修 

Ｈ
群
（
留
学
関
連
）

Japan in EnglishⅠ 

Japan in EnglishⅡ 

留 学 特 別 講 座 Ⅰ 

留 学 特 別 講 座 Ⅱ 

留 学 特 別 講 座 Ⅲ 

English Studies Ⅰ 

English Studies Ⅱ 

English Studies Ⅲ

English Studies Ⅳ 

English Studies Ⅴ 

English Studies Ⅵ 

English Studies Ⅶ 

English Studies Ⅷ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｃ
群
（
英
語
学
）

英 語 の 文 法 

英 語 の 音 声 

英 語 の 意 味 

英 語 の 歴 史 

英 語 の レ キ シ コ ン 

英 語 の 獲 得 と 理 解 

英 語 学 講 座 Ⅰ 

英 語 学 講 座 Ⅱ 

英 語 学 講 座 Ⅲ 

英 語 学 講 座 Ⅳ 

英 語 学 研 究 Ⅰ 

英 語 学 研 究 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

4 単位 

以上 

選択 

必修 

12 単位 

以上 

選択 

必修 

28 単位 

以上 

選択 

必修 
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授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

関
連
科
目

西 洋 美 術 史 

歴 史 と 思 想 

比 較 文 化 論 

西 洋 史 研 究 Ⅰ 

西 洋 史 研 究 Ⅱ 

哲 学 入 門 

マ ン ガ ・ ア ニ メ 史

融合フォーラム（ファンタジー）

融合フォーラム（文化と自然）

文 学 と 表 現 Ⅰ

文 学 と 表 現 Ⅱ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

4 単位 

以上 

選択 

必修 

関
連
科
目

芸 術 表 象 論 

多 文 化 共 生 論 

学習・言語心理学 

心 理 学 統 計 法 

日本語文法論Ⅰ 

日本語文法論Ⅱ 

日本語音声学Ⅰ 

日本語音声学Ⅱ 

自 然 言 語 処 理 

横 断 演 習 Ⅰ 

横 断 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業必要単位数 

１ 文学部英語英米文学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければ

ならない。 

基 礎 共 通 科 目   １８単位 

外 国 語 科 目  ８単位 

保 健 体 育 科 目  ２単位 

  専 門 教 育 科 目 １０２単位以上

 計                  １３０単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修

又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。 

（1） 文学部他学科の専門教育科目及び共通・関連科目（ただしキャリア科目は2単位以内。）

（2） 中級・上級外国語（国際言語文化副専攻に登録した者が履修する「中級英語Writing」「中

級英語Presentation」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」

「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く）につい

ては、16単位以内 

（3） 海外語学講座・留学支援科目については、8単位以内

（4） 生涯スポーツについては、2単位以内

（5） 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（キャリアデザ

イン系科目は除く）については、あわせて 16 単位以内
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社会学科 

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

必
修
科
目

研 究 法 入 門 演 習 

社 会 調 査 基 礎 演 習 

共 通 演 習 

ゼ ミ ナ ー ル １ 

ゼ ミ ナ ー ル ２ 

ゼ ミ ナ ー ル ３ 

ゼ ミ ナ ー ル ４ 

卒 業 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

22 単位必修 

応
用
領
域

く
ら
し
と
地
域

考 現 学 研 究 

現 代 文 化 論 

環 境 文 化 論 

地 域 社 会 論 

観 光 文 明 学 Ⅰ 

観 光 文 明 学 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

34 単位以上 

選択必修 

組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ソーシャル・キャピタル論
社会ネットワーク論
集 団 組 織 論 

社 会 階 層 論 

労 働 経 済 Ⅰ 

労 働 経 済 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

基
本
科
目

社 会 人 間 学 

社 会 学 概 論 

文 化 人 類 学 

多 文 化 共 生 論 

社 会 心 理 学 

社 会 意 識 論 

社 会 調 査 法 

家 族 社 会 学 

社 会 人 口 論 

文 化 社 会 学 

コミュニケーション研究
メ デ ィ ア 研 究
N P O / N G O 論
都 市 空 間 論 

阪 神 文 化 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

18 単位以上 

選択必修 

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
表
現

メ デ ィ ア 文 化 論
映 像 文 化 論 

創 作 過 程 論 

情 報 社 会 論 

芸 術 社 会 史 

サウンドスケープ研究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

発
展
研
究

社 会 調 査 実 践 研 究 

量 的 デ ー タ 解 析 

発展研究 A（社会理論の可能性） 

発展研究 B（ライフスタイルと政策Ⅰ） 

発展研究 B（ライフスタイルと政策Ⅱ） 

発展研究 C （文化と共生 Ⅰ） 

発展研究 C （文化と共生Ⅱ） 

発展研究 D（くらしと地域Ⅰ） 

発展研究 D（くらしと地域Ⅱ） 

発展研究 E（組織とネットワークⅠ） 

発展研究 E（組織とネットワークⅡ） 

発展研究 F（メディアコミュニケーションと表現Ⅰ） 

発展研究 F（メディアコミュニケーションと表現Ⅱ） 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

6 単位以上 

選択必修 

応
用
領
域

計 量 社 会 学 

社 会 統 計 学 

フィールドワーク研究

２ 

２ 

２ 

関

連

科

目

横 断 演 習 Ⅰ 
横 断 演 習 Ⅱ 
日 本 史 概 説 Ⅰ 
日 本 史 概 説 Ⅱ 
ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ
ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ
西 洋 史 概 説 Ⅰ 
西 洋 史 概 説 Ⅱ 
日 本 史 研 究 Ⅰ 
日 本 史 研 究 Ⅱ 
ア ジ ア 史 研 究 Ⅰ
ア ジ ア 史 研 究 Ⅱ
西 洋 史 研 究 Ⅰ 
西 洋 史 研 究 Ⅱ 
人 文 地 理 Ⅰ 
人 文 地 理 Ⅱ 
法 律 学 概 論 
政 治 学 入 門 
政 治 学 原 論 
地 誌 Ⅰ 
地 誌 Ⅱ 
民 俗 学 の 諸 問 題 
自 然 地 理 学 
関 西 の こ と ば と 文 学 

I T 応 用 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
政
策

現 代 家 族 論 

ラ イ フ コ ー ス 論
生 活 福 祉 論
福 祉 事 業 論
社会・集団・家族心理学
教育・学校心理学

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

文
化
と
共
生

比 較 文 化 論 

社 会 運 動 論 

市 民 社 会 論 

社 会 人 類 学 

融合フォーラム（ジェンダー）  

現 代 思 想 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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卒業必要単位数 

１ 文学部社会学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければならない。 

基 礎 共 通 科 目 １８単位 

外 国 語 科 目  ８単位 

保 健 体 育 科 目  ２単位 

専 門 教 育 科 目 １０２単位以上 

 計               １３０単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修の

いずれの単位数にも充てることはできない。 

（1） 文学部他学科の専門教育科目及び共通・関連科目（ただしキャリア科目は2単位以内。）

（2） 中級・上級外国語（国際言語文化副専攻に登録した者が履修する「中級英語Writing」「中級英語Presenta

tion」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大

学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く）については、16単位以内 

（3） 海外語学講座・留学支援科目については、8単位以内

（4） 生涯スポーツについては、2単位以内

（5） 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（キャリアデザイン系科目は除

く）については、あわせて 10 単位以内
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人間科学科

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

必
修
科
目

人 間 科 学 入 門 ２ 

24 単位必

修 

哲 学 思 想 史 ２ 

人 間 科 学 基 礎 演 習 Ⅰ ２ 比 較 思 想 史 ２ 

人 間 科 学 基 礎 演 習 Ⅱ ２ 人 間 環 境 論 Ⅰ ２ 

人 間 科 学 基 礎 演 習 Ⅲ ２ 人 間 環 境 論 Ⅱ ２ 

演 習 Ⅰ ４ 倫 理 思 想 史 ２ 

演 習 Ⅱ ４ 

芸
術
学
分
野

サ ウ ン ド ス ケ ー プ 研 究 ２ 

卒 業 研 究 ８ 視 覚 メ デ ィ ア 論 ２ 

融
合
科
目

融合フォーラム（死生学） ２ 

12 単位以

上選択必

修 

マ ン ガ ・ ア ニ メ 史 ２ 

融合フォーラム(ジェンダー) ２ モ ダ ン ア ー ト 研 究 ２ 

融合フォーラム（文化と自然） ２ 映 像 表 現 研 究 ２ 

融合フォーラム（ファンタジー） ２ サ ブ カ ル チ ャ ー 研 究 ２ 

西 洋 古 典 文 化 論 ２ 芸 術 表 象 論 ２ 

西洋人間科学思想入門Ⅰ ２ アート・ワークショップ実践 ２ 

西洋人間科学思想入門Ⅱ ２ 現 代 芸 術 研 究 ２ 

アート・ワークショップ入門 ２ 身 体 表 現 研 究 ２ 

心 理 学 と 哲 学 ２ 現代芸術ワークショップ ２ 

心 理 学 と 芸 術 ２ デザイン・ワークショップ入門  ２ 

環 境 学 入 門 ２ デザイン・ワークショップ実践  ２ 

身 体 論 ２ 言 語 表 現 論 ２ 

ト ラ ウ マ 学 ２ 

心
理
学
分
野

心 理 学 統 計 法 ２ 

芸 術 療 法 ２ 発 達 臨 床 心 理 学 ２ 

防 災 心 理 学 ２ 心 理 学 実 験 実 習 ２ 

基
礎
科
目

心 理 学 概 論 ２ 

12 単位以

上選択必

修 

心 理 療 法 ２ 

こ こ ろ の 科 学 ２ 力 動 的 心 理 学 ２ 

発 達 心 理 学 ２ 臨 床 心 理 学 概 論 ２ 

学 習 ・ 言 語 心 理 学 ２ 社会・集団・家族心理学 ２ 

哲 学 入 門 ２ 心 理 検 査 法 ２ 

倫 理 学 基 礎 論 ２ 心 理 学 研 究 法 ２ 

応 用 倫 理 学 ２ 教 育 ・ 学 校 心 理 学 ２ 

西 洋 美 術 史 ２ 精 神 疾 患 と そ の 治 療 ２ 

日 本 美 術 史 ２ 神 経 ・ 生 理 心 理 学 ２ 

文 学 思 想 史 ２ 心 理 的 ア セ ス メ ン ト ２ 

平 和 学 ２ 心 理 尺 度 構 成 法 実 習 ２ 

欧 文 講 読 基 礎 Ⅰ ２ 心 理 調 査 計 画 法 ２ 

欧 文 購 読 基 礎 Ⅱ ２ 心 理 地 域 援 助 ４ 

芸 術 社 会 史 ２ 知 覚 ・ 認 知 心 理 学 ２ 

心 理 学 史 Ⅰ ２ 健 康 ・ 医 療 心 理 学 ２ 

心 理 学 史 Ⅱ ２ 

関
連
科
目

日 本 文 学 史 Ⅱ a ２ 

展
開
科
目

分
野
共
通

欧 文 講 読 Ⅰ ２ 

32 単位以

上選択必

修 

日 本 文 学 史 Ⅱ b ２ 

欧 文 講 読 Ⅱ ２ N P O / N G O 論 ２ 

欧 文 講 読 Ⅲ ２ メ デ ィ ア 文 化 論 ２ 

欧 文 講 読 Ⅳ ２ 地 域 社 会 論 ２ 

演 習 Ⅲ ４ 社 会 心 理 学 ２ 

哲
学
分
野

現 代 思 想 ２ 社 会 意 識 論 ２ 

環 境 学 ２ 現 代 史 Ⅰ ２ 

宗 教 思 想 史 ２ 現 代 史 Ⅱ ２ 

日 本 哲 学 史 ２ 比 較 文 学 特 殊 講 義 ２ 

メ デ ィ ア 哲 学 ２ ア メ リ カ 文 学 思 潮 史 Ⅰ ２ 

ヒ ュ ー マ ン ラ イ ツ ２ ア メ リ カ 文 学 思 潮 史 Ⅱ ２ 

西 洋 史 概 説 Ⅰ ２ イ ギ リ ス 文 学 思 潮 史 Ⅰ ２ 

西 洋 史 概 説 Ⅱ ２ イ ギ リ ス 文 学 思 潮 史 Ⅱ ２ 

西 洋 社 会 史 ２ ソーシャル・キャピタル論 ２ 
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授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

西 洋 史 研 究 Ⅰ ２ 

教
職
科
目

I T 応 用 ２ 

西 洋 史 研 究 Ⅱ ２ 政 治 学 入 門 ２ 

横 断 演 習 Ⅰ ２ 社 会 人 間 学 ２ 

横 断 演 習 Ⅱ ２ 社 会 学 概 論 ２ 

資
格
科
目

博
物
館
学
芸
員
資
格
科
目

生 涯 学 習 概 論 ２ 文 化 人 類 学 ２ 

博 物 館 概 論 ２ 多 文 化 共 生 論 ２ 

博 物 館 教 育 論 ２ メ デ ィ ア 研 究 ２ 

考 古 学 Ⅰ ２ コミュニケーション研究 ２ 

考 古 学 Ⅱ ２ 政 治 学 原 論 ２ 

歴 史 と 美 術 ２ 法 律 学 概 論 ２ 

博 物 館 経 営 論 ２ ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ ２ 

博 物 館 資 料 論 ２ ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ ２ 

博 物 館 実 習 Ⅰ １ 人 文 地 理 Ⅰ ２ 

民 俗 学 の 諸 問 題 ４ 人 文 地 理 Ⅱ ２ 

環 境 生 物 学 ２ 地 誌 Ⅰ ２ 

生 態 学 ２ 地 誌 Ⅱ ２ 

博 物 館 展 示 論 ２ 日 本 史 概 説 Ⅰ ２ 

博 物 館 資 料 保 存 論 ２ 日 本 史 概 説 Ⅱ ２ 

博物館情報・メディア論 ２ 自 然 地 理 学 ２ 

博 物 館 実 習 Ⅱ １ 

博 物 館 実 習 Ⅲ １ 

卒業必要単位数 

１ 文学部人間科学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければならない。 

基 礎 共 通 科 目 １８単位 

外 国 語 科 目  ８単位 

保 健 体 育 科 目  ２単位 

  専 門 教 育 科 目 １０２単位以上 

計 １３０単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修の

いずれの単位数にも充てることはできない。 

（１） 文学部他学科の専門教育科目及び共通・関連科目（ただしキャリア科目は２単位以内。）

（２） 中級・上級外国語（国際言語文化副専攻に登録した者が履修する「中級英語 Writing」「中級英語 Pre- 

sentation」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」

及び「大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く）については、１６単位以内

（３） 海外語学講座・留学支援科目については、８単位以内

（４） 生涯スポーツについては、２単位以内

（５） 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（キャリアデザイン系科目は除

く）については、あわせて１０単位以内
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歴史文化学科 

授 業 科 目 単位数 備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

必
修
科
目 

基 礎 演 習 Ⅰ 

基 礎 演 習 Ⅱ 

日 本 学 

演 習 Ⅰ 

演 習 Ⅱ 

演 習 Ⅲ 

演 習 Ⅳ 

卒 業 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

22 単位必修 

発
展
科
目 

日 本 史 史 料 研 究 Ⅰ 

日 本 史 史 料 研 究 Ⅱ 

日 本 史 史 料 研 究 Ⅲ 

日 本 史 史 料 研 究 Ⅳ 

西 洋 史 史 料 研 究 Ⅰ 

西 洋 史 史 料 研 究 Ⅱ 

西 洋 史 史 料 研 究 Ⅲ 

西 洋 史 史 料 研 究 Ⅳ 

ア ジ ア 史 史 料 研 究 Ⅰ
ア ジ ア 史 史 料 研 究 Ⅱ
ア ジ ア 史 史 料 研 究 Ⅲ
ア ジ ア 史 史 料 研 究 Ⅳ
地理学・民俗学資料研究Ⅰ
地理学・民俗学資料研究Ⅱ
地理学・民俗学資料研究Ⅲ
地理学・民俗学資料研究Ⅳ
ブリティッシュ･スタディーズⅠ
ブリティッシュ･スタディーズⅡ
アメリカン･スタディーズⅠ
アメリカン･スタディーズⅡ
映 像 文 化 論 

現 代 文 化 論 

地 域 社 会 論 

芸 術 表 象 論 

実 践 地 域 学 

古 文 書 学 Ⅰ 

古 文 書 学 Ⅱ 

観 光 文 明 学 Ⅰ 

観 光 文 明 学 Ⅱ 

歴 史 文 化 特 殊 講 義 Ⅰ 

歴 史 文 化 特 殊 講 義 Ⅱ 

歴 史 文 化 特 殊 講 義 Ⅲ 

歴 史 文 化 特 殊 講 義 Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

28 単位 

以上 

選択必修 

基
本
科
目 

阪 神 文 化 論 

日 本 史 概 説 Ⅰ 

日 本 史 概 説 Ⅱ 

西 洋 史 概 説 Ⅰ 

西 洋 史 概 説 Ⅱ 

ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ
ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ
地 理 学 の 諸 問 題 Ⅰ
地 理 学 の 諸 問 題 Ⅱ
民 俗 学 の 諸 問 題
現 代 史 Ⅰ 

現 代 史 Ⅱ 

現 代 史 Ⅲ 

日 本 史 研 究 Ⅰ 

日 本 史 研 究 Ⅱ 

西 洋 史 研 究 Ⅰ 

西 洋 史 研 究 Ⅱ 

ア ジ ア 史 研 究 Ⅰ
ア ジ ア 史 研 究 Ⅱ
地 誌 Ⅰ 

地 誌 Ⅱ 

人 文 地 理 Ⅰ 

人 文 地 理 Ⅱ 

民 俗 文 化 研 究 Ⅰ 

民 俗 文 化 研 究 Ⅱ 

日 本 史 特 論 

西 洋 史 特 論 

ア ジ ア 史 特 論
文 化 地 理 学

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

32 単位以上 

選択必修 

発
展
科
目 

日 本 文 化 史 

西 洋 社 会 史 

ア ジ ア 文 化 史

歴 史 と 美 術 

歴 史 と 思 想 

歴 史 と 自 然 

考 古 学 Ⅰ 

考 古 学 Ⅱ 

社 会 意 識 論 

自 然 地 理 学 

都 市 空 間 論 

西 洋 美 術 史 

日 本 美 術 史 

文 化 交 流 史 

技 術 と 文 化 

地 理 と 情 報 Ⅰ 

地 理 と 情 報 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

関
連
科
目 

博 物 館 概 論 

博 物 館 教 育 論 

博 物 館 経 営 論 

博 物 館 資 料 論 

博 物 館 展 示 論 

博 物 館 資 料 保 存 論 

博物館情報・メディア論 

博 物 館 実 習 Ⅰ 

博 物 館 実 習 Ⅱ 

博 物 館 実 習 Ⅲ 

生 涯 学 習 概 論 

社 会 人 間 学 

社 会 学 概 論 

文 化 人 類 学 

多 文 化 共 生 論 

社 会 調 査 法 

フィールドワーク研究
哲 学 入 門
倫 理 学 基 礎 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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関
連
科
目 

応 用 倫 理 学 

宗 教 思 想 史 

日 本 哲 学 史 

法 律 学 概 論 

政 治 学 入 門 

政 治 学 原 論 

横 断 演 習 Ⅰ 

横 断 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業必要単位数 

１ 文学部歴史文化学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければならない。 

基 礎 共 通 科 目 １８単位 

外 国 語 科 目  ８単位 

保 健 体 育 科 目  ２単位 

  専 門 教 育 科 目 １０２単位以上

 計                １３０単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修の

いずれの単位数にも充てることはできない。 

（１）文学部他学科の専門教育科目及び共通・関連科目（ただしキャリア科目は２単位以内。）

（２）中級・上級外国語（国際言語文化副専攻に登録した者が履修する「中級英語 Writing」「中級英語 Presentation」

「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大学日本

語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く）については、１６単位以内 

（３）海外語学講座・留学支援科目については、８単位以内

（４）生涯スポーツについては、２単位以内

（５）関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（キャリアデザイン系科目は除

く）については、あわせて１６単位以内
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共通・関連科目 

授 業 科 目 単 位 数 備 考 授 業 科 目 単 位 数 備 考 

横
断

科
目

横 断 演 習 Ⅰ 

横 断 演 習 Ⅱ 

２ 

２ 

社
会
科
学
基
礎
科
目

初 級 マ ク ロ 経 済 学 

初 級 ミ ク ロ 経 済 学 

経 済 史 

労 働 経 済 Ⅰ 

労 働 経 済 Ⅱ 

社 会 経 済 思 想 Ⅰ 

社 会 経 済 思 想 Ⅱ 

憲 法 Ⅰ 

憲 法 Ⅱ 

労 働 法 Ⅰ 

経 営 学 総 論 

経 営 労 務 論 

マ ー ケ テ ィ ン グ 総 論

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

地
域
連
携
講
座
科
目

関 西 の こ と ば と 文 学 

地 域 社 会 論 

Ｎ Ｐ Ｏ ／ Ｎ Ｇ Ｏ 論 

メ デ ィ ア 文 化 論

阪 神 文 化 論 

観 光 文 明 学 Ⅰ 

観 光 文 明 学 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

国
際
交
流
科
目 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 2 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 3 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 4 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 5 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 6 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 7 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 8 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 9 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 0 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 1 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 2 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 3 

ジ ャ パ ン ス タ デ ィ ー ズ 1 4 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

２ 

２ 

教

職

関

連

科

目 

教 育 心 理 

教 育 相 談 

教 育 史 

教 育 社 会 行 政 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

キ
ャ
リ
ア
科
目

ベーシック・キャリアデザイン 

イ ン タ ー ン シ ッ プ

キ ャ リ ア ゼ ミ

プラクティカル・キャリアデザインⅠ

プラクティカル・キャリアデザインⅡ

アドバンスト・キャリアデザイン 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

2 単位まで

自由選択科

目として卒

業必要単位

数に算入で

きる 

言
語
基
礎

科
目

ギ リ シ ア 語 入 門 

ラ テ ン 語 入 門 

２ 

２ 
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理工学部 

 物理学科 

授  業  科  目             単位数 備   考 授  業  科  目 単位

数 

備   考 

物
理
科
目
必
修 

コ
ー
ス
共
通
必
修
科
目 

( 必 修 ) 
基礎物理学実験 
ラボラトリー・フィジックスⅠ 

ラボラトリー・フィジックスⅡ 

力 学 Ⅰ 
力 学 Ⅱ 
電 磁 気 学 Ⅰ 
電 磁 気 学 Ⅱ 

 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
  

 
13単位必修 

物   

理   
科   

目 

 
 

（選択必修Ｂ） 
統 計 力 学 Ⅱ 
量 子 力 学 Ⅱ 
量 子 力 学 Ⅲ 
数 理 物 理 学 
物 性 物 理 学 Ⅰ 
物 性 物 理 学 Ⅱ 
流 体 力 学 Ⅰ 
流 体 力 学 Ⅱ 
情 報 通 信 科 学 
製 図 学 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

 
 
 
物理工学コー
ス・宇宙理学コー
ス履修者は 8 単
位以上選択必修 

物   

理   
科   

目 

物
理
学
コ
ー
ス
必
修
科
目 

（物理学コース必修科目） 

統 計 力 学 Ⅰ 
量 子 力 学 Ⅰ 
物 理 学 実 験 Ⅰ 
物 理 学 実 験 Ⅱ 
物理学卒業研究 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
８ 

  
物理工学コース・
宇宙理学コース履
修者は 16 単位必
修 

（ 自 由 選 択 ） 
確 率 統 計 学 
基 礎 数 学 
代 数 学 Ⅰ 
代 数 学 Ⅱ 
解 析 学 Ⅰ 
解 析 学 Ⅱ 
コンピュータサイエンス 

ソフ ト ウエア工学 
Ｉ Ｔ 基 礎 
地 学 通 論 Ⅰ 
地 学 通 論 Ⅱ 
化 学 通 論 Ⅰ 
化 学 通 論 Ⅱ 
生 物 学 通 論 Ⅰ 
生 物 学 通 論 Ⅱ 
地 学 実 験 
基 礎 化 学 実 験 
基礎生物学実験 

 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
３ 
３ 
３ 

 

少
人
数･

参
加
型
科
目 

（ 自 由 選 択 ） 
ワークショップⅠa 
ワークショップⅠb 
ワークショップⅡa 
ワークショップⅡb 
ワークショップⅢa 
ワークショップⅢb 
ワークショップⅣa 
ワークショップⅣb 
計算物理ワークショップ 

実験工房ワークショップ 

天体観測ワークショップ 

 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
３ 
２ 
２ 

 
   

 

宇
宙
理
学
コ
ー
ス
科
目 

（選択必修Ｃ１） 
素 粒 子 物 理 学 
原 子 核 物 理 学 
天 文 学 概 論 
宇 宙 物 理 学 
放 射 線 計 測 学 
宇宙理学リサーチ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 

 
 
宇宙理学コース
履修者は 8 単位
以上選択必修 

 

物
理
工
学
コ
ー
ス
科

目 

（選択必修Ｃ２） 
電子物性物理学 
光エレクトロニクス 

量子エレクトロニクス 

光 物 性 物 理 学 
半導体デバイス 
物理工学リサーチ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 

物理工学コース
履修者は 8 単位
以上選択必修 

 

（ 選択必修 A ） 
基 礎 物 理 学 Ⅰ 
基 礎 物 理 学 Ⅱ 
微 分 積 分 学 Ⅰ 
微 分 積 分 学 Ⅱ 
線 形 代 数 学 Ⅰ 
線 形 代 数 学 Ⅱ 
コンピュータ入門 
物 理 数 学 Ⅰ 
物 理 数 学 Ⅱ 
原 子 物 理 学 
解 析 力 学 
電 磁 気 学 Ⅲ 
熱 力 学 
相 対 性 理 論 
コンピュータ実習Ⅰ 
コンピュータ実習Ⅱ 
電気・電子回路 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 20単位以上 
選択必修 

文
理
融
合
コ
ー
ス

科
目 

（ 必 修 ） 
共通応用演習Ⅰ 
共通応用演習Ⅱ 
文理融合総合研究 

 
２ 
２ 
８ 

 
12単位必修 

（自由選択科目） 
文理融合リサーチ 

 
４ 

 

 

以上、文理融合コース履修者は、物理科目及び文理融合コース科目の自由選択科目から55単位以上選択必修 
※ただし、宇宙理学リサーチ、物理工学リサーチ及び物理学卒業研究は除く 
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学
芸
員
科
目 

生 涯 学 習 概 論 
博 物 館 概 論 
博 物 館 経 営 論 
博 物 館 資 料 論 
博物館資料保存論 
博 物 館 展 示 論 
博 物 館 教 育 論 
博物館情報・メディア論 

博 物 館 実 習 Ⅰ 
博 物 館 実 習 Ⅱ 
博 物 館 実 習 Ⅲ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 

卒業必要単位数に充て

ることはできない 

ただし、博物館資料論、

及び博物館情報・メデ

ィア論は、文理融合コ

ース履修者に限り、自

由選択科目として卒業

必要単位に充てること

ができる。 

卒業必要単位数 
１ 理工学部物理学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１２８単位以上修得しなければならない。 

基礎共通科目 １６単位 
外 国 語 科 目  ８単位 
保健体育科目  ２単位 
専門教育科目 １０２単位以上 

 計                １２８単位以上 
２ 宇宙理学コース、物理工学コース、文理融合コースの必修科目、選択必修科目の卒業必要単位数については、次

の①～③に従うものとする。 

① 宇宙理学コースを選択したものについては、コース共通必修科目13単位、物理学コース必修科目16単位、宇宙
理学コース必修科目 8 単位、選択必修 A から 20 単位以上、選択必修 B から 8 単位以上、選択必修 C１から 8
単位以上を修得するものとする。 

② 物理工学コースを選択したものについては、コース共通必修科目13単位、物理学コース必修科目16単位、物理
工学コース必修科目 8 単位、選択必修 A から 20 単位以上、選択必修 B から 8 単位以上、選択必修 C２から 8
単位以上を修得するものとする。 

③ 文理融合コースを選択したものについては、コース共通必修科目13単位、文理融合コース必修科目12単位、選
択必修Aから20単位以上、物理科目及び文理融合コース科目の自由選択科目から55単位以上（選択必修Aか
ら20単位以上を含む）を修得するものとする。 

３ 中級英語、海外語学講座 I・Ⅳ、エリアスタディーズⅠ～Ⅹ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ､
海外ボランティアⅠ・Ⅱについては、専門教育科目として８単位以内を卒業必要単位数に充てることができる。
ただし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。 

４ 大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、外国人留学 
生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。 

５ 理工学部共通・関連科目のキャリア科目については、専門教育科目として２単位を卒業必要単位数に充てる 
ことができる。ただし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。 

６ 文理融合コースを選択したものについては、キャリア創生共通科目（エリアスタディーズⅠ～Ⅹ、海外ボランテ
ィアⅠ・Ⅱを除く）については、専門教育科目として 22 単位以内を卒業必要単位数に充てることができる。た
だし、必修又は選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。 

７ 文理融合コースを選択したものについては、関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目は、専門教育科目と
して 16 単位以内を卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修または選択必修のいずれの単位数にも
充てることはできない。 
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生物学科 

授  業  科  目 単位数 備   考 授  業  科  目 単位数 備  考 
（ 選 択 必 修 A ） 
細 胞 生 物 学 
生 態 学 
植 物 生 化 学 
植 物 細 胞 工 学 
遺 伝 学 概 論 
分 子 遺 伝 学 
発 生 学 概 論 
発 生 生 物 学 
生 物 物 理 化 学 
酵 素 化 学 
環 境 生 物 学 
系 統 分 類 学 
動 物 生 理 学 
比 較 生 理 学 
植 物 細 胞 生 物 学 
植 物 分 子 生 物 学 
微 生 物 生 理 学 
微 生 物 遺 伝 学 
生 物 学 入 門 
基 礎 生 物 学 Ⅰ 
基 礎 生 物 学 Ⅱ 
科 学 英 語 演 習 Ⅰ 
科 学 英 語 演 習 Ⅱ 
基 礎 生 物 学 演 習 Ⅰ 
基 礎 生 物 学 演 習 Ⅱ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

   32単位以上 
   選択必修 

コンピュータサイエンス 
線 形 代 数 A 
線 形 代 数 B 
微 分 積 分 A 
微 分 積 分 B 
確 率 統 計 学 
博 物 館 資 料 論 
博物館情報・メディア論 
情報通信テクノロジⅠ 
I T 応 用 
統 計 基 礎 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30単位以上 
選択必修 
ただし、 
C２からは 

 ８単位、 
C３からは 

 16単位を 
限度として 
含めること 
ができる。 

（ 選 択 必 修 C ２ ） 
文 化 人 類 学 
多 文 化 共 生 論 
自 然 地 理 学 
人 文 地 理 Ⅰ 
人 文 地 理 Ⅱ 
環 境 学 入 門 
環 境 学 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

（ 選 択 必 修 C ３ ） 
中級英語  S p e a k i n g 
中級英語 Presentation 
中級英語  Li s ten ing 
中級英語  R e a d i n g 
中級英語  W r i t i n g 
中級英語 Pronunciation 
中 級 英 語 T O E I C 
中 級 英 語  G l o b a l  T o p i c s Ⅰ 
中 級 英 語  G l o b a l  T o p i c s Ⅱ 
中級英語 Life Topics Ⅰ 
中級英語 Life Topics Ⅱ 
中 級 英 語  C a r e e r  E n g l i s h  Ⅰ 
中 級 英 語  C a r e e r  E n g l i s h  Ⅱ   
上級英語  T O E I C 
上 級 英 語  G l o b a l  T o p i c s Ⅰ 
上 級 英 語  G l o b a l  T o p i c s Ⅱ 
上級英語 Life Topics Ⅰ 
上級英語 Life Topics Ⅱ 
上 級 英 語 C a r e e r  E n g l i s h  Ⅰ 
上 級 英 語 C a r e e r  E n g l i s h  Ⅱ 
海 外 語 学 講 座 Ⅰ 
海 外 語 学 講 座 Ⅱ 
海 外 語 学 講 座 Ⅲ 
海 外 語 学 講 座 Ⅳ 
T O E F L Ⅰ 
T O E F L Ⅱ 
I E L T S Ⅰ 
I E L T S Ⅱ 
English RegionsⅠ 
English RegionsⅡ 
大 学 日 本 語 中 級 Ⅰ 
大 学 日 本 語 中 級 Ⅱ 
大 学 日 本 語 上 級 Ⅰ 
大 学 日 本 語 上 級 Ⅱ 
海外ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ 
海外ボランティアⅡ 

 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
２ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
２ 

（ 選 択 必 修 B ） 
基 礎 生 物 学 実 験 
生 物 学 臨 海 実 習 
生物学専門実験及び演習Ⅰ 
生物学専門実験及び演習Ⅱ 
生物学専門実験及び演習Ⅲ 
生物学専門実験及び演習Ⅳ 

 
３ 
２ 
５ 
５ 
５ 
５ 

   23単位以上 
   選択必修 

（ 選 択 必 修 C １ ） 
生 物 学 卒 業 実 験 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅰ 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅱ 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅲ 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅳ 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅴ 
生 物 学 特 殊 講 義 Ⅵ 
生 物 学 特 設 科 目 Ⅰ 
生 物 学 特 設 科 目 Ⅱ 
Biological Science Ⅰ 
Biological Science Ⅱ 
Biological Science Ⅲ  
Biological Science Ⅳ 
化 学 通 論 Ⅰ 
化 学 通 論 Ⅱ 
有 機 化 学 Ａ 
有 機 化 学 Ｂ 
物 理 化 学 Ａ 
物 理 化 学 Ｂ 
基 礎 化 学 実 験 
分 析 化 学 Ａ 
分 析 化 学 Ｂ 
物 理 学 通 論 Ⅰ 
物 理 学 通 論 Ⅱ 
熱 力 学 
ラボラトリー・フィジックス 
製 図 学 
地 学 通 論 Ⅰ 
地 学 通 論 Ⅱ 
地 学 実 験 

 
１２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
２ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
３ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
３ 
２ 
２ 
２ 
３ 
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授  業  科  目 単位数 備   考  
（博物館学芸員科目） 
生 涯 学 習 概 論 
博 物 館 概 論 
博 物 館 経 営 論 
博 物 館 資 料 保 存 論 
博 物 館 教 育 論 
博 物 館 展 示 論 
博 物 館 実 習 Ⅰ 
博 物 館 実 習 Ⅱ 
博 物 館 実 習 Ⅲ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 

卒業必要単位
数に充てるこ
とはできない。 

卒業必要単位数 
１ 理工学部生物学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１２８単位以上修得しなければならない。 
         基礎共通科目             １６単位 
         外国語科目              ８単位 
         保健体育科目              ２単位 
         専門教育科目            １０２単位以上    
            計               １２８単位以上 
２ エリアスタディーズⅠ～Xについては2単位を上限とし、専門教育科目として卒業必要単位数に充てること 
ができる。ただし、選択必修の単位数に充てることはできない。 
３ 大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、外国人留学
生（正規留学生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。 

 

 
機能分子化学科 

授  業  科  目 単位数 備   考 授  業  科  目 単位数 備  考 

（ 必 修 ） 
機能分子化学実験入門 
基 礎 化 学 実 験 
機能分子化学実験 A 
機能分子化学実験 B 
機能分子化学実験 C 
化学研究における安全と倫理 

 
１ 
３ 
３ 
３ 
３ 
２ 

 

 

１５単位必修 

（選択必修科目 D） 
機能分子化学卒業研究 
機能分子化学卒業ゼミナール  

 
１２ 
６ 

 
６単位以上 
選択必修 

（選択科目A） 
材料化学 
機能分子化学研究ゼミ 
無機材料化学 
有機構造化学 
物理化学要論1 
物理化学要論2 
応用分析化学 
応用物理化学 
有機合成化学 
化学工学 
キャリアデザイン 
データ解析論 
錯体化学 
有機構造解析論 
応用有機化学 
化学コンピュータ演習 
機能分子化学特別講義1 
機能分子化学特別講義2 

 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 

 

（選択必修科目 A ） 
化 学 基 礎 A 
化 学 基 礎 B 
分 析 化 学 基 礎 
物 理 化 学 基 礎 
有 機 化 学 基 礎 
無 機 化 学 基 礎 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１０単位以
上選択必修 

（選択必修科目 B ） 
化 学 数 学 基 礎 A 
化 学 数 学 基 礎 B 
化 学 数 学 基 礎 C 
化 学 数 学 基 礎 D 
化 学 数 学 A 
化 学 数 学 B 
化学のための物理 A 
化学のための物理 B 
化 学 英 語 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
 
 
 
１４単位以
上選択必修 

（選択必修科目 C ） 
分 析 化 学 A 
分 析 化 学 B 
物 理 化 学 A 
物 理 化 学 B 
有 機 化 学 A 
有 機 化 学 B 
無 機 化 学 A 
無 機 化 学 B 
高 分 子 化 学 A 
高 分 子 化 学 B 
量 子 化 学 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１８単位以
上選択必修 

（ 選 択 科 目 B ） 
生 物 学 通 論 Ⅰ 
生 物 学 通 論 Ⅱ 
地 学 通 論 Ⅰ 
地 学 通 論 Ⅱ 
物 理 学 通 論 Ⅰ 
物 理 学 通 論 Ⅱ 
Ｉ Ｔ 基 礎 
Ｉ Ｔ 応 用 
基 礎 生 物 学 実 験 
ラボラトリー・フィジックス 
地 学 実 験 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
３ 
３ 
３ 

１２単位を上限
として卒業必要
単位数に充てる
ことができる。 
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授  業  科  目 単位数 備   考 授  業  科  目 単位数 備  考 

（キャリア系科目） 
情報通信テクノロジⅠ 
情報通信テクノロジⅡ 
統 計 基 礎 
データサイエンス基礎 
地域ファシリテイト 
技 術 と ビ ジ ネ ス 
入 門 マ ネ ジ メ ン ト 
実 践 マ ネ ジ メ ン ト 
入 門 ビ ジ ネ ス 会 計 
実 践 ビ ジ ネ ス 会 計 
入 門 商 業 簿 記 Ⅰ 
入 門 商 業 簿 記 Ⅱ 
ビジネスを支える法の世界
入 門 ビ ジ ネ ス 法 務 
実 践 ビ ジ ネ ス 法 務 
知的財産とイノベーションⅠ
知的財産とイノベーションⅡ

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１２単位を上限と

して卒業必要単位

数に充てることが

できる。 

（ 中 級 英 語 科 目 ） 
中級英語 S p e a k i n g 
中級英語 Presentation 
中級英語 Lis ten ing 
中級英語 R e a d i n g 
中級英語 W r i t i n g 
中級英語 Pronunciation 
中 級 英 語 T O E I C 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
２ 
４ 

８単位を上限として卒

業必要単位数に充てる

ことができる。 

卒業必要単位数 

1 理工学部機能分子化学科の学生は、次に定めるところに従つて合計128単位以上修得しなければならない。 

基礎共通科目   １６単位 
外国語科目  ８単位 
保健体育科目  ２単位 
専門教育科目 １０２単位以上 

計 １２８単位以上 

2 エリアスタディーズⅠ～Ⅹについては2単位を上限とし、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることが
できる。ただし、単位は「キャリア系科目」の単位数に算入することとする。 

3 実践ボランティアⅠ，Ⅱおよび地域プロジェクトⅠ，Ⅱについては4単位を上限とし、専門教育科目として卒業

必要単位数に充てることができる。ただし、単位は「キャリア系科目」の単位数に算入することとする 。 

共通・関連科目 

授 業 科 目 単位数 備  考 

地学実験 
3 

キ
ャ
リ
ア
科
目

ベーシック・キャリア

デザイン 

2 卒業必要単位数に充てることはできない。 

（ただし、物理学科を除く。） 
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経済学部 

経済学科 

授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

基

礎

科

目 

基 礎 ゼ ミ Ⅰ 

経 済 入 門 Ⅰ 

経 済 入 門 Ⅱ 

入 門 ミ ク ロ 経 済 学 

入 門 マ ク ロ 経 済 学 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

18単位必修 

上

級

科

目 

Ａ群 

（理論･ 

情報） 

上級ミクロ経済学Ⅰ 

上級ミクロ経済学Ⅱ 

上級マクロ経済学Ⅰ 

上級マクロ経済学Ⅱ 

計 量 経 済 Ⅰ 

計 量 経 済 Ⅱ 

家 計 の 経 済 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

合計 38 単位

以上選択必

修 

基 礎 ゼ ミ Ⅱ 

英 語 で 読 む 経 済 Ⅰ 

ベーシック・キャリアデザイン 

統 計 入 門 

数 学 入 門 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

4単位以上 

選択必修 

Ｂ群 

（財政･ 

金融） 

国 際 金 融 Ⅰ 

国 際 金 融 Ⅱ 

地 方 財 政 Ⅰ 

地 方 財 政 Ⅱ 

金 融 政 策 Ⅰ 

金 融 政 策 Ⅱ 

フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ 

フ ァ イ ナ ン ス Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

中

級

科

目 

共通

科目 

ゼ ミ Ⅰ 

英語で読む経済Ⅱ 

経 済 政 策 

経 済 学 の 歴 史 

情報リテラシ－A 

情報リテラシ－B 

P C 統 計 学 

キ ャ リ ア ゼ ミ 

プロジェクトゼミ 

現 代 経 済 学 特 論 Ⅰ

現 代 経 済 学 特 論 Ⅱ

経 済 数 学 

地域プロジェクトⅠ 

外国大学中級科目 A

外国大学中級科目 B

２ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 
合計20単位 

以上選択必 

修 

Ｃ群 

（公共 

経済） 

公 共 政 策 

経 済 体 制 Ⅰ 

経 済 体 制 Ⅱ 

労 働 経 済 Ⅱ 

健 康 経 済 

地域政策ワークショップ A 

地域政策ワークショップ B 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｄ群 

（国際 

経済） 

現代アジア経済Ⅰ 

現代アジア経済Ⅱ 

現 代 中 国 経 済 

現代アメリカ経済 

現代ヨーロッパ経済 

現 代 日 本 経 済 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ａ群 

(理論･ 

情報) 

中級ミクロ経済学 

中級マクロ経済学 

中 級 統 計 学 

４ 

４ 

４ 

Ｂ群 

(財政･ 

金融) 

財 政 

金 融 

４ 

４ 

Ｃ群 

(公共 

経済) 

公 共 経 済 

労 働 経 済 Ⅰ 

地 域 政 策 

４ 

２ 

２ 
Ｅ群 

（産業･ 

企業） 

産 業 組 織 Ⅰ 

産 業 組 織 Ⅱ 

ネットワークエコノミクスⅠ

ネットワークエコノミクスⅡ

環 境 経 済 Ⅰ 

環 境 経 済 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｄ群 

(国際 

経済) 
国 際 経 済 ４ 

Ｅ群 

（産業･ 

企業） 
産 業 経 済 ４ 

Ｆ群 

（歴史･ 

思想） 
経 済 史 

社 会 経 済 思 想 Ⅰ 

社 会 経 済 思 想 Ⅱ 

４ 

２ 

２ Ｆ群 

（歴史･ 

思想） 

現代経済学の諸潮流 

日本の経済思想家 

日 本 経 済 史 Ⅰ 

日 本 経 済 史 Ⅱ 

西 洋 経 済 史 Ⅰ 

西 洋 経 済 史 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

上
級
科
目 

共
通
科
目 

ゼ ミ Ⅱ 
ゼ ミ Ⅲ 
震災と地域経済Ⅰ 
震災と地域経済Ⅱ 
所 得 課 税 法 
法 人 課 税 法 
ビジネスデータ分析 
インターンシップ 
地域プロジェクトⅡ 
外国大学上級科目 A
外国大学上級科目 B
外国大学上級科目 C
外国大学上級科目 D

４ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
４ 
４ 
４ 
４ 
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授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

プラティカル・キャリアデザインⅠ 

プラティカル・キャリアデザインⅡ 

アドバンスト・キャリアデザイン

簿 記 Ⅰ 

簿 記 Ⅱ 

社 会 人 間 学 

社 会 学 概 論 

文 化 人 類 学 

多 文 化 共 生 論 

憲 法 Ⅰ 

憲 法 Ⅱ 

労 働 法 Ⅰ 

経 済 法 Ⅰ 

経 済 法 Ⅱ 

政 治 学 入 門 

税 法 Ⅰ 

税 法 Ⅱ 

経 営 学 総 論 

会 計 学 総 論 

ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 総 論

経 営 実 務 ａ 

経 営 実 務 ｂ 

経 営 実 務 ｃ 

人 文 地 理 Ⅰ 

人 文 地 理 Ⅱ 

地 誌 Ⅰ 

地 誌 Ⅱ 

自 然 地 理 学 

法 律 学 概 論 

政 治 学 原 論 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ 

ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ 

西 洋 史 概 説 Ⅰ 

西 洋 史 概 説 Ⅱ 

日 本 史 概 説 Ⅰ 

日 本 史 概 説 Ⅱ 

地 域 フ ァ シ リ テ イ ト 

外 国 大 学 科 目 A 

外 国 大 学 科 目 B 

外 国 大 学 科 目 C 

外 国 大 学 科 目 D 

入門民法 財産法編Ⅰ 

入門民法 財産法編Ⅱ 

実 践 民 法 Ⅰ 

実 践 民 法 Ⅱ 

実 践 民 法 Ⅲ 

実 践 民 法 Ⅳ 

実 践 民 法 Ⅴ 

実 践 民 法 Ⅵ 

入 門 商 法 会 社 法 編 

証 券 市 場 と 法 

金 融 取 引 と 法 

証 券 業 と 法 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業必要単位数 

１ 経済学部経済学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１２８単位以上を修得しなければならない。 

基礎共通科目 １８単位 

外国語科目  ８単位 

保健体育科目  ２単位 

専門教育科目 １００単位以上 

  計 １２８単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修のいずれの単

位数にも充てることはできない。 

ア 中級外国語・上級外国語・海外語学講座・留学支援科目については、１６単位以内（ただし、国際言語文化副専 

攻に登録した者が履修する「中級英語Writing」「中級英語Presentation」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フラン 

ス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」 

を除く） 

イ 「グローバル・コミュニケーションⅠ」、「グローバル・コミュニケーションⅡ」については、8単位以内 

ウ ジャパンスタディーズについては、４単位以内 

エ エリアスタディーズについては、２単位以内 

オ 生涯スポーツについては、２単位以内 

カ 「IT応用」については、２単位 

キ 実践ボランティアについては、２単位以内 

ク 単位互換科目については、４単位以内 

ケ 西宮市大学共通単位講座については、４単位以内 
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法学部 

法学科 

授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

Ａ

専

門

基

礎 

公 法 入 門 

民 事 法 入 門 

刑 事 法 入 門 

政 治 学 入 門 

２ 

２ 

２ 

２ 
６単位以上 

選択必修 

Ｄ

公

法 

憲 法 Ⅰ 

憲 法 Ⅱ 

憲 法 Ⅲ 

比 較 憲 法 

行 政 法 総 論 Ⅰ 

行 政 法 総 論 Ⅱ 

行 政 救 済 法 Ⅰ 

行 政 救 済 法 Ⅱ 

地 方 自 治 

税 法 Ⅰ 

税 法 Ⅱ 

国 際 法 Ⅰ 

国 際 法 Ⅱ 

国 際 法 Ⅲ 

刑 法 総 論 Ⅰ 

刑 法 総 論 Ⅱ 

刑 法 各 論 Ⅰ 

刑 法 各 論 Ⅱ 

刑 事 訴 訟 法 Ⅰ 

刑 事 訴 訟 法 Ⅱ 

刑 事 政 策 

犯 罪 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８単位以上 

選択必修 

Ｂ

基

礎

法 

法 社 会 学 Ⅰ 

法 社 会 学 Ⅱ 

西 洋 法 史 Ⅰ 

西 洋 法 史 Ⅱ 

日 本 法 史 Ⅰ 

日 本 法 史 Ⅱ 

英 米 法 Ⅰ 

英 米 法 Ⅱ 

ア ジ ア 法 

比 較 法 文 化 論 

法 哲 学 Ⅰ 

法 哲 学 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４単位以上 

選択必修 

Ｅ

民

事

法 

民 法 総 則 Ⅰ 

民 法 総 則 Ⅱ 

物 権 法 Ⅰ 

物 権 法 Ⅱ 

債 権 法 Ⅰ 

債 権 法 Ⅱ 

不 法 行 為 法 

親 族 法 

相 続 法 

国 際 私 法 Ⅰ 

国 際 私 法 Ⅱ 

商 法 Ⅰ 

商 法 Ⅱ 

商 法 Ⅲ 

商 法 Ⅳ 

商 法 Ⅴ 

民 事 訴 訟 法 Ⅰ 

民 事 訴 訟 法 Ⅱ 

民 事 訴 訟 法 Ⅲ 

労 働 法 Ⅰ 

労 働 法 Ⅱ 

社 会 保 障 法 Ⅰ 

社 会 保 障 法 Ⅱ 

知 的 財 産 法 Ⅰ 

知 的 財 産 法 Ⅱ 

経 済 法 Ⅰ 

経 済 法 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８単位以上 

選択必修 

Ｃ

政

治 

西 洋 政 治 史 Ⅰ 

西 洋 政 治 史 Ⅱ 

日 本 政 治 史 Ⅰ 

日 本 政 治 史 Ⅱ 

行 政 学 Ⅰ 

行 政 学 Ⅱ 

国 際 政 治 学 Ⅰ 

国 際 政 治 学 Ⅱ 

外 交 史 Ⅰ 

外 交 史 Ⅱ 

グローバル地域研究 

アメリカ地域研究 

ア ジ ア 地 域 研 究 

政 治 学 原 論 

現 代 政 治 学 Ⅰ 

現 代 政 治 学 Ⅱ 

政 治 過 程 論 Ⅰ 

政 治 過 程 論 Ⅱ 

日本政治思想史Ⅰ 

日本政治思想史Ⅱ 

西洋政治思想史Ⅰ 

西洋政治思想史Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６単位以上 

選択必修 
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授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

Ｆ

隣

接

領

域 

初級ミクロ経済学 

初級マクロ経済学 

経 営 学 総 論 

会 計 学 総 論 

マーケティング総論 

司法・犯罪心理学 

日 本 史 概 説 Ⅰ 

日 本 史 概 説 Ⅱ 

ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ 

ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ 

西 洋 史 概 説 Ⅰ 

西 洋 史 概 説 Ⅱ 

労 働 経 済 Ⅰ 

労 働 経 済 Ⅱ 

財 政 

国 際 経 済 

公 共 経 済 

経 営 管 理 論 

経 営 戦 略 論 

財 務 諸 表 論 

ベンチャービジネス 

ソーシャル・キャピタル論

家 族 社 会 学 

現 代 家 族 論 

福 祉 法 政 策 

司 法 福 祉 論 

ジ ェ ン ダ ー 法 学 

環 境 学 入 門 

環 境 学 

N P O ／ N G O 論 

社 会 人 間 学 

社 会 学 概 論 

社 会 心 理 学 

社 会 意 識 論 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２８単位まで、卒

業必要単位数に

充てることがで

きる。 

Ｇ

情
報 

ビジネスシステム論 

法学部情報処理Ⅰ 

法学部情報処理Ⅱ 

４ 

２ 

２ 

Ｈ
演
習 

基 礎 演 習 ２ ２単位必修 

アドバンスト・ゼミⅠ 

アドバンスト・ゼミⅡ 

アドバンスト・ゼミⅢ 

２ 

２ 

２ 

６単位まで、卒

業必要単位数に

充てることがで

きる。 

選 択 演 習 Ⅰ 

選 択 演 習 Ⅱ 

選 択 演 習 Ⅲ 

選 択 演 習 Ⅳ 

選 択 演 習 Ⅴ 

選 択 演 習 Ⅵ 

選 択 演 習 Ⅶ 

選 択 演 習 Ⅷ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８単位まで、卒

業必要単位数に

充てることがで

きる。 

専 門 演 習 ４ 

Ｉ
特
殊
講
義 

特 殊 講 義 Ⅰ 

特 殊 講 義 Ⅱ 

特 殊 講 義 Ⅲ 

特 殊 講 義 Ⅳ 

外 国 文 献 講 読 

留学（法学・政治学）Ⅰ 

留学（法学・政治学）Ⅱ 

自治体のしくみと仕事 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｊ
そ
の
他 

法 律 学 概 論 

留学（その他）Ⅰ 

留学（その他）Ⅱ 

留学（その他）Ⅲ 

留学（その他）Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業必要単位 

数に充てるこ 

とはできない。 

Ｋ
キ
ャ
リ
ア 

ﾍﾞｰｼｯｸ･ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

キ ャ リ ア ゼ ミ

イ ン タ ー ン シ ッ プ

プラクティカル・キャリアデザインⅠ

プラクティカル・キャリアデザインⅡ

アドバンスト・キャリアデザイン

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２単位まで、卒

業必要単位数に

充てることがで

きる。 

卒業必要単位数 

１ 法学部法学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１２６単位以上修得しなければならない。 

基礎共通科目 １８単位 

外 国 語 科 目 ８単位 

保健体育科目 ２単位 

  専門教育科目 ９８単位以上 

計 １２６単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必

修のいずれの単位数にも充てることはできない。なお、（１）（２）（３）併せて１６単位以内とする。 

（１） 中級外国語・上級外国語・海外語学講座・留学支援科目については、１６単位以内 

（ただし、国際言語文化副専攻を選択した者が履修する「中級英語Writing」「中級英語Presentation」

「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大

学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く） 

（２） エリアスタディーズについては、２単位以内 

（３） ジャパンスタディーズについては、8単位以内 

（４） IT応用 
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経営学部 

経営学科 

授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

基 礎 演 習 

経 営 学 総 論 

会 計 学 総 論 

マ ー ケ テ ィ ン グ 総 論 

経 済 学 入 門 

入 門 簿 記 

簿 記 演 習 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 

２ 

 
 
16単位以上 
選択必修 

 

 

 

 

Ｂ
Ｐ
コ
ー
ス
科
目 

B P コ ー ス 特 論 Ⅰ 

B P コ ー ス 特 論 Ⅱ 

B P コ ー ス 特 論 Ⅲ 

B P 社 会 調 査 法 

B P 演 習 Ⅰ 

B P 演 習 Ⅱ a 

B P 演 習 Ⅱ b 

B P 演 習 Ⅲ 

B P 特 別 演 習 

BP インターンシップⅠ 

BP インターンシップⅡ 

BP インターンシップⅢ 

BP 経営コンサルティング論  

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

６ 

６ 

６ 

２ 

 

統 計 学 入 門 

情 報 処 理 概 論 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 

経 営 管 理 論 

経 営 戦 略 論 

財 務 諸 表 論 

原 価 計 算 

商 学 基 礎 論 

経 営 史 

経 営 学 史 

経 営 財 務 論 

経 営 労 務 論 

経 営 組 織 論 

工 業 経 営 論 

国 際 経 営 論 

ア ジ ア 経 営 論 

国 際 ビ ジ ネ ス 事 情 

ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 

経 営 科 学 

ビ ジ ネ ス シ ス テ ム 論 

中 小 企 業 論 

環 境 経 営 論 

非 営 利 組 織 論 

管 理 会 計 

監 査 論 

情 報 会 計 シ ス テ ム 論 

税 務 会 計 

国 際 会 計 論 

財 務 諸 表 分 析 

会 計 史 

企 業 会 計 理 論 

経 営 分 析 

マ ー ケ テ ィ ン グ 管 理 論 

国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 

消 費 者 行 動 論 

流 通 シ ス テ ム 論 

金 融 論 

証 券 論 

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 

地域・観光マネジメント 

地 域 金 融 論 

専 門 演 習 Ⅰ 

専 門 演 習 Ⅱ 

 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 62単位以上 

選択必修 

Ｇ
Ｂ
コ
ー
ス
科
目 

G B ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅰ 

G B ビ ジ ネ ス 特 論 Ⅱ 

GB コース TOEFL・IELTSⅠ 

GB コース TOEFL・IELTSⅡ 

GB コース TOEFL・IELTSⅢ 

GB コース TOEFL・IELTSⅣ 

G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ 

G B ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ 

GB ビジネス英会話・初級 

GB ビジネス英会話・上級 

G B 外 書 講 読 Ⅰ 

G B 外 書 講 読 Ⅱ 
GB 国際アクティビティーⅠ 

GB 国際アクティビティーⅡ 

GB 国際アクティビティーⅢ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ａ
Ｐ
コ
ー
ス
科
目 

AP アカウンティング・プラクティスⅠ 

AP アカウンティング・プラクティス演習Ⅰ 

AP アカウンティング・プラクティスⅡ 

AP アカウンティング・プラクティス演習Ⅱ 

A P アカウティング・プラクティスⅢ 

A P 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 論 

上 級 簿 記 Ⅰ 

上 級 簿 記 Ⅱ 

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅰ 

上 級 財 務 諸 表 論 Ⅱ 

上 級 工 業 簿 記 

上 級 原 価 計 算 

入門パーソナルファイナンス 

応用パーソナルファイナンス 

４ 

２ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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授   業   科   目 単位数   備   考   授   業   科   目 単位数   備   考 

経 営 学 特 論 a  

経 営 学 特 論 b 

経 営 学 特 論 c  

経 営 学 特 論 d 

経 営 学 特 論 e 

会 計 学 特 論 a 

会 計 学 特 論 b 

会 計 学 特 論 c 

会 計 学 特 論 d 

会 計 学 特 論 e 

商 学 特 論 a 

商 学 特 論 b 

商 学 特 論 c 

商 学 特 論 d 

商 学 特 論 e 

経 営 実 務 a 

経 営 実 務 b 

経 営 実 務 c 

経 営 実 務 d 

中 級 簿 記 

工 業 簿 記 

起業・アントレプレナーシップを学ぶ 

経営コンサルティング論 

情 報 処 理 Ⅰ 

情 報 処 理 Ⅱ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ特論Ⅰ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ特論Ⅱ 

外 書 講 読 Ⅰ 

外 書 講 読 Ⅱ 

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ 

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ 

ビジネス英会話・初級 

ビジネス英会話・上級 

実践的経営シミュレーション演習 

初 級 マ ク ロ 経 済 学 

初 級 ミ ク ロ 経 済 学 

財 政 

金 融 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

 

国 際 経 済 

産 業 経 済 

入 門 ビ ジ ネ ス 法 務 

ビジネスを支える法の世界 

ベーシック・キャリアデザイン 

プラクティカル・キャリアデザインⅠ 

プラクティカル・キャリアデザインⅡ 

アドバンスト・キャリアデザイン  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 

実 践 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅰ 

実 線 ボ ラ ン テ ィ ア Ⅱ 

インターナショナル OCA 
職 業 指 導 Ⅰ 
職 業 指 導 Ⅱ 
人 文 地 理 Ⅰ 
人 文 地 理 Ⅱ 
自 然 地 理 学 
日 本 史 概 説 Ⅰ 
日 本 史 概 説 Ⅱ 
ア ジ ア 史 概 説 Ⅰ 
ア ジ ア 史 概 説 Ⅱ 
西 洋 史 概 説 Ⅰ 
西 洋 史 概 説 Ⅱ 
政 治 学 入 門 
政 治 学 原 論 
法 律 学 概 論 
入門民法 財産法編Ⅰ 
入門民法 財産法編Ⅱ 
実 践 民 法 Ⅰ 
実 践 民 法 Ⅱ 
実 践 民 法 Ⅲ 
実 践 民 法 Ⅳ 
実 践 民 法 Ⅴ 
実 践 民 法 Ⅵ 
入 門 商 法  会 社 法 編 
証 券 市 場 と 法 
金 融 取 引 と 法 
証 券 業 と 法 
公 共 政 策 論 Ⅰ 
公 共 政 策 論 Ⅱ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

2 

２ 

１ 

１ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 

 
-学則-43-



卒業必要単位数 
１ 経営学部経営学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１３０単位以上修得しなければならない。 

           基礎共通科目            １８単位 

           外 国 語 科 目                    ８単位 

           保健体育科目                    ２単位 

           専門教育科目                  １０２単位以上    

              計               １３０単位以上 

２ ＢＰコース・ＧＢコース・ＡＰコース科目は、ビジネス・リーダー養成プログラムに所属している学生のみ履修できる。  

３ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、選択必修の単位数に
充てることはできない。 

（１）中級外国語・上級外国語・海外語学講座・留学支援科目の単位を併せて２０単位以内（ただし、国際言語文化 

副専攻に登録した者が履修する「中級英語Writing」「中級英語Presentation」「中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「 

中級フランス語Ⅰ・Ⅱ」「中級中国語Ⅰ・Ⅱ」「中級韓国語Ⅰ・Ⅱ」及び「大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ」「大学
日本語上級Ⅰ・Ⅱ」を除く） 

（２）文学部英語英米文学科の「English Studies Ⅰ～Ⅷ」から、8単位以内 

（３）生涯スポーツについては、2単位以内 

 （４）「IT応用」の2単位 

 （５）「エリアスタディーズⅠ～Ⅹ」については、4単位以内 

 （６）「ジャパンスタディーズ１～１４」については、６単位以内 

（７）「地域ファシリテイト」、「地域プロジェクトⅠ」、「地域プロジェクトⅡ」については、６単位以内 
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知能情報学部 

知能情報学科 

授  業  科  目 単 位 数 備   考 授  業  科  目 単 位 数 備  考 

（ 必 修 科 目 ） 
知能情報学概論及び基礎演習 

プログラミング演習Ⅰ 

プログラミング演習Ⅱ 

微分積分及び演習Ⅰ 
微分積分及び演習Ⅱ 

線形代数及び演習Ⅰ 

線形代数及び演習Ⅱ 

確 率 統 計 Ⅰ 
ア ド バ ン ス ト プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 

知能情報学セミナーⅠ 

知能情報学セミナーⅡ 

卒 業 研 究 及 び 演 習 

２ 
２ 
２ 
３ 
３ 
３ 
３ 
２ 
２ 
２ 
２ 
８ 

   34単位必修 

最 適 化 

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 

セ ン サ ー 工 学

電 気 電 子 回 路 入 門 

グ ラ フ 理 論 

離 散 数 学 

集 合 と 論 理 

プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 

情 報 英 語 

人 間 工 学 

ロ ボ テ ィ ク ス 

メ デ ィ ア 情 報 処 理 

Web コンピューティング 

コンピュータグラフィックス 

ソ フ ト ウ エ ア 工 学 

機 械 学 習 

シ ス テ ム 解 析 

行 動 計 測 学 

生 理 計 測 学 

自 然 言 語 処 理 

実験デザインとデータ処理 

画 像 工 学 

感 性 計 測 学 

メ デ ィ ア デ ザ イ ン 

代 数 学 Ⅰ 

代 数 学 Ⅱ 

解 析 学 Ⅰ 

解 析 学 Ⅱ 

幾 何 学 Ⅰ 

幾 何 学 Ⅱ 

情 報 と 職 業 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

（選択必修科目 A） 
コンピュータサイエンス 

情報通信ネットワーク 

情 報 理 論 
データ構造とアルゴリズムⅠ 
コンピュータアーキテクチャ 

オペレーティングシステム
人 工 知 能 

ヒューマンインタフェース
データ構造とアルゴリズムⅡ 

デ ー タ ベ ー ス 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

14単位以上 

選択必修 

（選択必修科目 B） 

コース演習：クラウドシステム
コース演習：AI データサイエンス
コース演習：知能ロボット
コース演習：メディアデザイン
コース演習：ヒューマンセンシング
コース演習：数理情報

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

2単位以上 

選択必修 

（ 選 択 科 目 ） 

I T 基 礎 

情 報 社 会 と 情 報 倫 理 

確 率 統 計 Ⅱ 

応 用 統 計 学 

オブジェクト指向プログラミング

信 号 解 析

ブレインサイエンスⅠ

コンパイラ・インタプリタ

ブレインサイエンスⅡ

数値プログラミング技法

2 

2 

2 

２ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

卒業必要単位数 

１ 知能情報学部知能情報学科の学生は、次に定めるところに従つて合計１２８単位以上修得しなければならない。 

基礎共通科目 １６単位 

外 国 語 科 目         ８単位 

保健体育科目         ２単位 

  専門教育科目        １０２単位以上 

 計               １２８単位以上 

２ ベーシック・キャリアデザイン、インターンシップ、プラクティカル・キャリアデザインⅠ、プラクティカル・キャリア

デザインⅡについては、合計４単位までを専門教育科目として選択科目に充てることができる。 

３ 中級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語・日本語）、上級外国語（英語・ドイツ語・フランス語・中

国語・韓国語・日本語）、海外語学講座・留学支援科目（うち、海外語学講座のみ）、キャリア創生共通科目（国際系）の

うちエリアスタディーズ、キャリア創生共通科目(ボランティア・地域連携系)のうち地域連携系科目については、専門教

育科目として8単位以内を選択科目に充てることができる。ただし、上記の専門教育科目の選択科目に充てることができ

るエリアスタディーズおよびキャリア創生共通科目(ボランティア・地域連携系)のうち地域連携系科目の修得単位数の上

限は、それぞれ2単位とする。 

４ 大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級Ⅰ・Ⅱ、大学日本語上級Ⅰ・Ⅱ）は、外国人留学生（正規留学 

生）入学試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。 
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別表第2の(2)削除 

別表第2の(3) 

マネジメント創造学部

マネジメント創造学科

授 業 科 目 単位

数 

備 考 授 業 科 目 単位数 備 考 

フ
レ
ー
ム
形
成
科
目

C U B E 入 門 

学 び デ ザ イ ン

ロ ジ カ ル ・ シ ン キ ン グ

リサーチ・イントロダクション

C U B E キ ャ リ ア デ ザ イ ン

経 済 学 入 門 Ⅰ 

経 済 学 入 門 Ⅱ 

経 営 学 入 門 Ⅰ 

経 営 学 入 門 Ⅱ 

I T リ テ ラ シ ー 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

18単位 

必修 

リ
ベ
ラ
ル
教
育
科
目

リ ベ ラ ル ア ー ツ 入 門

数 学 的 論 理 思 考

哲 学 の 世 界 

文 学 の 世 界 

法 学 の 世 界 

心 理 学 と 現 代 社 会 

宗 教 と 現 代 社 会 

政 治 と 現 代 社 会 

現 代 社 会 と ヨ ー ロ ッ パ 

現 代 社 会 と ア ジ ア 

文 化 と 歴 史 の 世 界 

芸 術 

ス ポ ー ツ と 健 康

数 学 の 世 界

科 学 技 術 と 倫 理

環 境 と 社 会

情 報 と メ デ ィ ア

Liberal Arts SubjectsⅠ

Liberal Arts SubjectsⅡ

Liberal Arts SubjectsⅢ

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

10単位以上 

選択必修 

導

入

基

礎

科

目

外
国
語
科
目 

Core

科
目 

G l o b a l  C h a l l e n g e s 

A m e r i c a n  S t u d i e s 

S p e e c h  a n d  D i s c u s s i o n 

D i s c u s s i o n  a n d  D e b a t e 

C U B E  E n g l i s h Ⅰ 

C U B E  E n g l i s h Ⅱ 

J a p a n S t u d i e s 

E u r o p e a n  S t u d i e s 

Business Communication 

I n t r o d u c t i o n  t o  T O E I C 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

14単位必修。 

ただし、外国人

留学生（正規留

学生）入学試験

に合格して入

学した学生は、

「Speech and 

Discussion」、

「 Discussion 

and Debate」を

除く10単位及

び「大学日本語

入門Ⅰ」「大学

日本語入門Ⅱ」

4 単位を修得

しなければな

らない。 

大 学 日 本 語 入 門 Ⅰ 

大 学 日 本 語 入 門 Ⅱ 

２ 

２ 

実
践
・
創
造
科
目 

経
済
学
の
実
践 

産 業 と 規 制 

経 済 と 社 会 

雇 用 と 賃 金 

こ こ ろ と 経 済 

地 球 環 境 政 策 

公 共 政 策 

国 際 金 融 と 貿 易 

経済成長と国際協力 

ミクロ経済と現代社会

マクロ経済と現代社会

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

24単位以上 

選択必修 

Applied

科
目

M e d i a  S t u d i e s 

English for Business Contexts 

S t u d i e s  i n  L i t e r a c y 

Cross-Disciplinary Studies 

English as a Second LanguageⅠ 

English as a Second LanguageⅡ 

English as a Second LanguageⅢ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

経
営
学
の
実
践 

組 織 論 
イノベーション・マネジメント

経 営 財 務 分 析

戦 略 論 

会 計 基 礎 

会 計 応 用 

フ ァ イ ナ ン ス 基 礎
コーポレートファイナンス

マーケティング基礎

マーケティングと CSR

マーケティングリサーチ

消 費 者 行 動

N P O

中 小 企 業 経 営

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

Accelerated

科
目

Academic Foundations WorkshopⅠ 

Academic Foundations WorkshopⅡ 

Academic Success WorkshopⅠ 

Academic Success WorkshopⅡ 

2 

2 

2 

2 

体
育
科
目

基 礎 体 育 学 演 習 2 2単位必修 

社
会
の
現
状
認
識 

社 会 問 題 と 思 想 

社 会 問 題 と 制 度 

都 市 政 策 

社 会 保 障 

少 子 化 と 人 口 問 題 

国際文化と多文化共生 

国 際 通 商 

ビ ジ ネ ス と 法 

Academic SubjectsⅠ 

Academic SubjectsⅡ 

Academic SubjectsⅢ 

Academic SubjectsⅣ 

Academic SubjectsⅤ 

Academic SubjectsⅥ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 
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授 業 科 目 単位数 備 考 卒業必要単位数 

１ マネジメント創造学部マネジメント創造学科の学生は、次

に定めるところに従つて合計124単位以上修得しなければなら

ない。 

必修科目 42単位 

選択必修科目 64単位以上 

自由選択科目 

  計 124単位以上 

２ 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数

に充てることができる。ただし、必修又は選択必修のいずれの

単位数にも充てることはできない。 

（1） 基礎共通科目については、8単位以内

（2） キャリア創生共通科目については、8単位以内

（3） 生涯スポーツについては、3単位以内

（4） 外国語科目のうち、第2外国語については、4単位以内

（5） 西宮市大学共通単位講座については、4単位以内

３ 大学日本語科目（大学日本語入門Ⅰ・Ⅱ、大学日本語中級

Ⅰ、大学日本語上級Ⅰ）は、外国人留学生（正規留学生）入学

試験に合格して入学した学生のみ履修することができる。 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

導

入

科

目 

I T の 実 践 

情 報 の 科 学 

デ ー タ 分 析 の 実 践

デ ータ 分析 とプ ログラミ ング 

社 会 調 査 

政 策 評 価 の 手 法 

英 語 で 学 ぶ 経 済 学 

英 語 で 学 ぶ 経 営 学 

Liberal Studies in English 

R e g i o n a l  S t u d i e s 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

研

究

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 

パブリック研究プロジェクト B Ⅰ 

パブリック研究プロジェクト B Ⅱ 

パブリック研究プロジェクト B Ⅲ 

パブリック研究プロジェクト B Ⅳ 

パブリック研究プロジェクト B Ⅴ 

6 

6 

6 

6 

6 

１２
単
位
以
上
選
択
必
修
。
た
だ
し
、
３
科
目
以
上
修
得
す
る
こ
と
。 

30
単
位
以
上
選
択
必
修 

ビジネス研究プロジェクト B Ⅰ 

ビジネス研究プロジェクト B Ⅱ 

ビジネス研究プロジェクト B Ⅲ 

ビジネス研究プロジェクト B Ⅳ 

ビジネス研究プロジェクト B Ⅴ 

6 

6 

6 

6 

6 

グローバル研究プロジェクト B Ⅰ 

グローバル研究プロジェクト B Ⅱ 

グローバル研究プロジェクト B Ⅲ 

グローバル研究プロジェクト B Ⅳ 

グローバル研究プロジェクト B Ⅴ 

6 

6 

6 

6 

6 

超領域研究プロジェクト B  Ⅰ 

超領域研究プロジェクト B  Ⅱ 

超領域研究プロジェクト B  Ⅲ 

パブリック研究プロジェクト A Ⅰ 

パブリック研究プロジェクト A Ⅱ 

パブリック研究プロジェクト A Ⅲ 

パブリック研究プロジェクト A Ⅳ 

パブリック研究プロジェクト A Ⅴ 

ビジネス研究プロジェクト A Ⅰ 

ビジネス研究プロジェクト A Ⅱ 

ビジネス研究プロジェクト A Ⅲ 

ビジネス研究プロジェクト A Ⅳ 

ビジネス研究プロジェクト A Ⅴ 

グローバル研究プロジェクト A Ⅰ 

グローバル研究プロジェクト A Ⅱ 

グローバル研究プロジェクト A Ⅲ 

グローバル研究プロジェクト A Ⅳ 

グローバル研究プロジェクト A Ⅴ 

超領域研究プロジェクト A  Ⅰ 

超領域研究プロジェクト A  Ⅱ 

超領域研究プロジェクト A  Ⅲ 

6 

6 

6 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 
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フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目

国 内短 期フ ィー ルドワー クⅠ 

国 内短 期フ ィー ルドワー クⅡ 

国 内短 期フ ィー ルドワー クⅢ 

国 内短 期フ ィー ルドワー クⅣ 

国 内短 期フ ィー ルドワー クⅤ 

国 内中 期フ ィー ルドワー クⅠ 

国 内中 期フ ィー ルドワー クⅡ 

国 内中 期フ ィー ルドワー クⅢ 

国 内長 期フ ィー ルドワー クⅠ 

海 外短 期フ ィー ルドワー クⅠ 

海 外中 期フ ィー ルドワー クⅠ 

海 外中 期フ ィー ルドワー クⅡ 

海 外中 期 フ ィー ルドワー クⅢ 

海 外長 期フ ィー ルドワー クⅠ 

海 外長 期フ ィー ルドワー クⅡ 

海 外長 期フ ィー ルドワー クⅢ 

海 外長 期フ ィー ルドワー クⅣ 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

4 

2 

3 

3 

3 

4 

4 

4 

4 

卒 業 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 8 8単位必修 

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅰ 

ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅱ 

ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅲ 

ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅳ 

4 

4 

2 

2 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅳ

4 

4 

2 

2 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 Ⅱ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 Ⅲ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 Ⅳ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 Ⅴ

2 

2 

2 

2 

2 

特
設
科
目 

特 設 科 目 Ⅰ 

特 設 科 目 Ⅱ 

特 設 科 目 Ⅲ 

2 

2 

2 

中
級
・
上
級 

外
国
語
科
目

大 学 日 本 語 中 級 Ⅰ 

大 学 日 本 語 上 級 Ⅰ 

4 

4 
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別表第2の(4) 

フロンティアサイエンス学部

生命化学科

授業科目 単位数 備考 

必

修

科

目

教
養
科
目 

フ ロ ン ト ラ ン ナ ー 講 座 2 

基
礎
科
目 

科 学 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン １ 1 

科 学 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ２ 1 

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 １ 1 

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 ２ 1 

数 学 及 び 演 習 3 

日 本 語 表 現 及 び 演 習 3 32単位必修 

基
礎
専
門
科
目 

バ イ オ サ イ エ ン ス 序 論 2 

ナ ノ サ イ エ ン ス 序 論 2 

ナ ノ バ イ オ サ イ エ ン ス 序 論 2 

ケ ミ カ ル サ イ エ ン ス 序 論 2 

 

専
門
科
目 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ ベ ー シ ッ ク A 2 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ ベ ー シ ッ ク B 2 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ １ A 4 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ １ B 4 

選
択
必
修
科
目
Ａ
群 

専
門
科
目 

Ａ１：バイオサイエンスパック 先進科学コース選択者

は24単位以上（ただし、

いずれか1パックにつ

いてはすべて修得する

こと。）、学際科学コー

ス選択者は12単位以上

（ただし、すべてのパッ

クから2単位以上ずつ

修得すること。）選択必

修。

ベーシック科目 分 子 生 物 学 2 

遺伝子工学・バイオテクノロジー 2 

生 命 機 能 科 学 2 

細 胞 工 学 2 

アドバンスト科目 薬 理 学 2 

発 生 学 2 

Ａ２：ナノサイエンスパック 

ベーシック科目 無 機 化 学 2 

量 子 物 理 化 学 2 

固 体 光 化 学 2 

ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 2 

アドバンスト科目 電 気 化 学 2 

生 物 無 機 化 学 2 

Ａ３：ナノバイオサイエンスパック 

ベーシック科目 生 化 学 2 

生 命 分 析 化 学 2 

生 命 物 理 化 学 2 

バ イ オ 計 測 工 学 2 

アドバンスト科目 高 分 子 化 学 2 

生 体 分 子 工 学 2 

Ａ４：ケミカルサイエンスパック 

ベーシック科目 構 造 有 機 化 学 2 

有 機 電 子 論 2 

有 機 反 応 各 論 2 

有 機 化 学 と 分 光 法 2 
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アドバンスト科目 生 物 有 機 化 学 2 

有 機 合 成 化 学 2 

キ
ャ
リ
ア
科
目 

ベーシック・キャリアデザイン 

理系キャリアデザイン 

インターンシップ

2 
選択必修科目の単位数に充て

ることができない。 
2 

2 

選

択

必

修

科

目

Ｂ

群 

応用

専門

科目 

メ デ ィ カ ル サ イ エ ン ス 概 論 2 

メ デ ィ カ ル バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 2 
先進科学コース選択者

は14単位以上、学際科

学コース選択者は8単

位以上選択必修 

バ イ オ ・ 食 品 関 連 研 究 開 発 論 2 

知 財 マ ネ ジ メ ン ト 2 

バ イ オ セ ン シ ン グ と 環 境 2 

ア ド バ ン ス ト マ テ リ ア ル 2 

国 際 産 学 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 2 

創 薬 テ ク ノ ロ ジ ー 2 

ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 2 

先 端 ナ ノ ・ マ イ ク ロ 材 料 科 学 2 

医 療 関 連 研 究 開 発 論 2 

エ リ ア ス タ デ ィ ー ズ Ⅴ 2 

教
養
科
目

科 学 と 健 康 2 

科 学 と 産 業 政 策 2 

先
進
科
学
コ
ー
ス
必
修
科

目

基
礎
科
目 

科 学 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 １ 

科 学 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 ２ 

科 学 英 語 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 ３ 

安 全 倫 理 工 学 

1 

1 

1 

2 

先進科学コース選択者

は32単位必修 

専
門
科
目 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ 2 A 

ナ ノ バ イ オ ラ ボ 2 B 

ナ ノ バ イ オ 卒 業 研 究 

6 

6 

15 

学
際
科
学
コ
ー
ス
必
修
科

目

基
礎
科
目 

学 際 科 学 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 １ 

学 際 科 学 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 演 習 ２ 

1 

1 

学際科学コース選択者

は14単位必修 

専
門
科
目 

共 通 応 用 演 習 I 

共 通 応 用 演 習 I I 

文 理 融 合 総 合 研 究 

2 

2 

8 

卒業必要単位数 

１ フロンティアサイエンス学部生命化学科の学生は、次に定めるところに従つて合計128単位以上を修得しなけ 

ればならない。 

基礎共通科目 10単位 

外国語科目  4単位 

保健体育科目  2単位 

専門教育科目   

先進科学コース 102単位以上 

学際科学コース  66単位以上 

 計           128単位以上 

２ 先進科学コース・学際科学コースの必修科目、選択必修科目の必要単位数については、次の①〜④に従うものと

する。 

① 先進科学コース選択者は、必修科目32単位、選択必修A群24単位以上（ただし、いずれか1パックについてはす

べて修得すること。）、選択必修B群14単位以上、先進科学コース必修単位32単位、修得すること。

② 学際科学コース選択者は、必修科目32単位、選択必修A群12単位以上（ただし、すべてのパックから2単位以上

ずつ修得すること。）、選択必修B群8単位以上、学際科学コース必修単位14単位、修得すること。

-学則-50-



③ 学際科学コース選択者は、キャリア創生共通科目から20単位以上、修得すること。

④ 学際科学コース選択者は、中級英語Speaking、中級英語Presentation、中級英語Writing、中級英語Pronunciation、

中級英語Global TopicsI、中級英語Global TopicsII、中級英語Life TopicsI、中級英語Life TopicsIIの中から

4単位以上、修得すること。

３ 次の科目については、専門教育科目として卒業単位に充てることができる。ただし、必修又は選択必修科目のい

ずれの単位数にも充てることはできない。 

(１) 基礎共通科目のうち自然科学系の授業科目及びキャリア創生共通科目(「ベーシック・キャリアデザイン」、「イ

ンターンシップ」、「エリアスタディーズⅤ」は除く。)

(２)基礎ドイツ語、基礎フランス語、基礎中国語、基礎韓国語、大学日本語入門については、いずれか1外国語4単

位以内。

（３）「エリアスタディーズⅠ～Ⅳ」及び「エリアスタディーズⅥ～Ⅹ」については、2単位以内。

（４）関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目については、学際科学コース選択者は16単位以内。
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グローバル教養学環 

科目 単位数 備考 科目 単位数 備考 

必 修

科目 

STAGE

演習 
STAGE 演習ⅠA 2 

20単位必修 データサイエ

ンス科目 

AI・データサイエンス入門 2 8単位以上選択必

修 
STAGE演習ⅠB 2 

データサイエンス基礎  2 

STAGE演習ⅡA 2 
I T 応 用 2 

STAGE演習ⅡB 2 
情報通信テクノロジⅠ  2 

STAGE演習ⅢA 2 
情報通信テクノロジⅡ  2 

STAGE演習ⅢB 2 
ICTセキュリティ 2 

STAGE演習 Capstone  8 
基本情報技術 2 

言 語

運 用

科目 

中級英語

① 

中級英語 Writing 4 英語、

ドイツ

語、フ

ランス

語、中

国語、

韓国語

から 2

言語を

選 択

し、そ

れぞれ

8 単位

以上選

択必修 

32

単

位

以

上

選

択

必

修 

統計基礎 2 

中級英語 Presentation 4 統計活用情報分析Ⅰ 2 

中級英語 Speaking 4 統計活用情報分析Ⅱ 2 

中級英語 Global TopicsⅠ 2 社会

科学

科目 

経済学 初級ミクロ経済学 2 

中級英語 Global TopicsⅡ 2 初 級 マ ク ロ 経 済 学 2 

中級英語

② 

中級英語 Listening 4 国 際 経 済 4 

中級英語 Reading 4 経 済 政 策 4 

中級英語 Pronunciation  2 地 域 政 策 2 

中級英語 TOEIC 4 現 代 ア ジ ア 経 済 Ⅰ 2 

中級英語 Life TopicsⅠ  2 現 代 ア ジ ア 経 済 Ⅱ 2 

中級英語 Life TopicsⅡ  2 現 代 中 国 経 済 2 

中級英語 Career EnglishⅠ  2 現 代 ア メ リ カ 経 済 2 

中級英語 Career EnglishⅡ  2 公 共 政 策 2 

上級英語 上級英語 TOEIC 4 中 級 統 計 学 4 

上級英語 Global TopicsⅠ 2 計 量 経 済 Ⅰ 2 

上級英語 Global TopicsⅡ 2 計 量 経 済 Ⅱ 2 

上級英語 Career EnglishⅠ  2 ビ ジ ネ ス デ ー タ 分 析 2 

上級英語 Career EnglishⅡ  2 法学・

政治学 

入 門 民 法  財 産 法 編 Ⅰ 2 

上級英語 Life TopicsⅠ  2 入 門 民 法  財 産 法 編 Ⅱ  2 

上級英語 Life TopicsⅡ  2 入 門 商 法  会 社 法 編 2 

ドイツ語 中級ドイツ語Ⅰ 4 入 門 ビ ジ ネ ス 法 務 2 

中級ドイツ語Ⅱ 4 実 践 ビ ジ ネ ス 法 務 2 

中級ドイツ語Ⅲ 4 ビ ジ ネ ス を 支 え る 法 の 世 界 2 

中級ドイツ語Ⅳ 4 公 共 政 策 論 Ⅰ 2 

上級ドイツ語Ⅰ 4 公 共 政 策 論 Ⅱ 2 

上級ドイツ語Ⅱ 4 知 的 財 産 と イ ノ ベ ー シ ョ ン Ⅰ 2 

フランス

語 

中級フランス語Ⅰ 4 知 的 財 産 と イ ノ ベ ー シ ョ ン Ⅱ 2 

中級フランス語Ⅱ 4 国 際 法 Ⅰ 2 

中級フランス語Ⅲ 4 国 際 法 Ⅱ 2 

中級フランス語Ⅳ 4 国 際 政 治 学 Ⅰ 2 

上級フランス語Ⅰ 4 国 際 政 治 学 Ⅱ 2 

上級フランス語Ⅱ 4 経 済 法 Ⅰ 2 

中国語 中級中国語Ⅰ 4 経 済 法 Ⅱ 2 

中級中国語Ⅱ 4 経営学 入 門 マ ネ ジ メ ン ト 2 

中級中国語Ⅲ 4 実 践 マ ネ ジ メ ン ト 2 

中級中国語Ⅳ 4 入 門 ビ ジ ネ ス 会 計 2 

上級中国語Ⅰ 4 実 践 ビ ジ ネ ス 会 計 2 

上級中国語Ⅱ 4 経 営 管 理 論 4 

韓国語 中級韓国語Ⅰ 4 経 営 戦 略 論 4 

中級韓国語Ⅱ 4 ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス 4 

中級韓国語Ⅲ 4 環 境 経 営 論 4 

中級韓国語Ⅳ 4 国 際 経 営 論 4 

上級韓国語Ⅰ 4 ア ジ ア 経 営 論 4 

上級韓国語Ⅱ 4 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 4 
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留学支援 TOEFLⅠ 2 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ 論 2 

TOEFLⅡ 2 アカデミック

留学科目 

STAGE アカデミック留学科目Ⅰ  4 

IELTSⅠ 2 STAGE アカデミック留学科目Ⅱ 4 

IELTSⅡ 2 STAGE アカデミック留学科目Ⅲ  4 

海外語学講座Ⅰ 4 STAGE アカデミック留学科目Ⅳ  4 

海外語学講座Ⅱ 4 STAGE アカデミック留学科目Ⅴ  4 

海外語学講座Ⅲ 2 キャリアデザ

イン科目 

国際理解Ⅲ（グローバルキャリア） 2 

海外語学講座Ⅳ 2 ベーシック・キャリアデザイン 2 

外国留学科目Ⅰ 4 プラクティカル・キャリアデザインⅠ 2 

外国留学科目Ⅱ 4 プラクティカル・キャリアデザインⅡ 2 

外国留学科目Ⅲ 4 

外国留学科目Ⅳ 4 

国 際

理

解・グ

ロ ー

カ ル

科目 

A群 国際理解Ⅰ（異文化理解） 2 6 単位

以上選

択必修 

14

単

位

以

上

選

択

必

修 

国際理解Ⅱ（国際問題）  2 

SDGs 概論 2 

グローカル実践プロジェクトⅠ 2 

グローカル実践プロジェクトⅡ  2 

B群 世界の中の日本Ⅰ 2 

世界の中の日本Ⅱ 2 

English RegionsⅠ 2 

English RegionsⅡ 2 

English RegionsⅢ 2 

English RegionsⅣ 2 

German StudiesⅠ 2 

German StudiesⅡ 2 

German StudiesⅢ 2 

German StudiesⅣ 2 

French StudiesⅠ 2 

French StudiesⅡ 2 

French StudiesⅢ 2 

French StudiesⅣ 2 

Chinese StudiesⅠ 2 

Chinese StudiesⅡ 2 

Chinese StudiesⅢ 2 

Chinese StudiesⅣ 2 

Korean StudiesⅠ  2 

Korean StudiesⅡ  2 

Korean StudiesⅢ  2 

Korean StudiesⅣ  2 

社会学概論 2 

多文化共生論 2 

文化人類学 2 

社会人間学 2 

社会心理学 2 

ブリティッシュ・スタディーズⅠ  2 

ブリティッシュ・スタディーズⅡ  2 

アメリカン・スタディーズⅠ 2 

アメリカン・スタディーズⅡ 2 

社会問題と思想 2 

社会問題と制度 2 

グローバル研究プロジェクト A 4 

グローバル研究プロジェクト B 6 

海外ボランティアⅠ 4 

海外ボランティアⅡ 2 

海外インターンシップ 4 
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エリアスタディーズⅠ 2 

エリアスタディーズⅡ 2 

エリアスタディーズⅢ 2 

エリアスタディーズⅣ 2 

エリアスタディーズⅤ 2 

エリアスタディーズⅥ 2 

エリアスタディーズⅦ 2 

エリアスタディーズⅧ 2 

エリアスタディーズⅨ 2 

エリアスタディーズⅩ 2 

実践ボランティアⅠ 1 

実践ボランティアⅡ 1 

地域ファシリテイト 2 

卒業必要単位数 

1 グローバル教養学環の学生は、次に定めるところに従つて合計130単位以上修得しなければならない。 

   基礎共通科目  18単位 

外国語科目   8単位 

保健体育科目  2単位 

専門教育科目   102単位以上 

計   130単位以上 

2 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は選択必修のいず

れの単位数にも充てることはできない。 

(1) 第3外国語として履修する基礎外国語科目については、4単位以内 

(2) 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（専門科目表に属する科目は除く）につい

ては、12単位以内 
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別表第３ 

教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項の科目を除く。） 

  授 業  科  目 単位数   授 業  科  目 単位数 

教 育 原 論 

教 職 入 門 

教 育 社 会 行 政 論 

教 育 心 理 

特 別 支 援 教 育 論 

教 育 課 程 論 

道 徳 指 導 法 

総合的な学習の時間指導法 

特 別 活 動 指 導 法 
教育の方法・技術（ICTの活用含む） 

生徒指導法（進路指導含む） 

教 育 相 談 

教 育 実 習 Ⅰ 

教 育 実 習 Ⅱ 

教職実践演習（中・高） 

国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 

国 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 

英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅰ 

英 語 科 教 育 法 基 礎 Ⅱ 

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 

社 会 科 ・ 地 歴 科 教 育 法 Ⅰ 

社会科・地歴科教育法Ⅱ 

社 会 科 ・ 公 民 科 教 育 法 Ⅰ 

社会科・公民科教育法Ⅱ 

商 業 科 教 育 法 Ⅰ 

商 業 科 教 育 法 Ⅱ 

理 科 教 育 法 Ⅰ 

理 科 教 育 法 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

５ 

３ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

理 科 教 育 法 Ⅲ 

理 科 教 育 法 Ⅳ 

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 

情 報 科 教 育 法 Ⅰ 

情 報 科 教 育 法 Ⅱ 

教 育 史 

人 権 教 育 論 

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 

学校図書館メディアの構成 

読 書 と 豊 か な 人 間 性 

情 報 メ デ ィ ア の 活 用 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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別表第 4 の(1) 

図書館学に関する専門教育科目 

図書館司書   学校図書館司書教諭 

群 授 業 科 目 単位数 備  考 授 業 科 目 単位数 備  考 

Ａ 

群 

生 涯 学 習 概 説 

図 書 館 概 論 

情 報 図 書 館 学 

図 書 館 行 政 学 

図書館サービス概論 

情 報 サ ー ビ ス 論 

児 童 サ ー ビ ス 論 

情報サービス演習 

図書館情報メディア論 

資 料 情 報 組 織 法 

資料情報組織演習 

図書館情報学研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

12科目 

24単位 

必修 

学校経営と学校図書館 

学校図書館メディアの構成 

学習指導と学校図書館 

読書と豊かな人間性 

情報メディアの活用 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

5科目 

10単位 

必修 

Ｂ 

群 

コミュニケーション論

社 会 調 査 法

情 報 社 会 論

知 的 財 産 法 Ⅱ

２ 

２ 

２ 

２ 
4単位以上 

選択必修 

別表第 4の(2) 

博物館学に関する専門教育科目 

博物館学芸員 

授   業   科   目 単位数 備  考 

生 涯 学 習 概 論 

博 物 館 概 論 

博 物 館 経 営 論 

博 物 館 資 料 論 

博 物 館 資 料 保 存 論 

博 物 館 展 示 論 

博 物 館 教 育 論 

博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論 

博 物 館 実 習 Ⅰ 

博 物 館 実 習 Ⅱ 

博 物 館 実 習 Ⅲ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１１科目必修１９単位 

Ａ
日 本 文 化 史 

ア ジ ア 文 化 史
阪 神 文 化 論

２ 

２ 

２ 

１群４単位以上かつ２群以上８単位以

上選択必修 

Ｂ

歴 史 と 美 術 

西 洋 美 術 史 

日 本 美 術 史 

モ ダ ン ア ー ト 研 究
現 代 芸 術 研 究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｃ
考 古 学 Ⅰ 

考 古 学 Ⅱ 

２ 

２ 

Ｄ 民 俗 学 の 諸 問 題 ４ 

Ｅ

環 境 学 入 門 

環 境 学 

人 間 環 境 論 Ⅰ 

人 間 環 境 論 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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Ｆ

環 境 教 育 の 実 践 

環 境 生 物 学 

生 態 学 

生 物 学 臨 海 実 習 

２ 

２ 

２ 

２ 

Ｇ
地 学 通 論 Ⅰ 

地 学 通 論 Ⅱ 

２ 

２ 

Ｈ

物 理 学 通 論 Ⅰ 

物 理 学 通 論 Ⅱ 

基 礎 物 理 学 Ⅰ 

基 礎 物 理 学 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

別表第 4の(3) 

公認心理師に関する専門教育科目 

科目群 分野 授  業  科  目 単位数 備 考 

心
理
学
基
礎
科
目

心
理
学
基
礎
科
目

必修 

公 認 心 理 師 の 職 責 ２ A群 

心 理 学 概 論 ２ B群 

臨 床 心 理 学 概 論 ２ B群 

心 理 学 研 究 法 ２ B群 

心 理 学 統 計 法 ２ B群 

選択 

必修

心 理 学 実 験 ２ A群 

心 理 学 実 験 実 習 ２ B群 

心

理

学

発

展

科

目

基
礎
心
理
学

必修 

知 覚 ・ 認 知 心 理 学 ２ B群 

学 習 ・ 言 語 心 理 学 ２ B群 

感 情 ・ 人 格 心 理 学 ２ C群 

神 経 ・ 生 理 心 理 学 ２ B群 

社 会 ・ 集 団 ・ 家 族 心 理 学 ２ B群 

発 達 心 理 学 ２ B群 

障 害 者 ・ 障 害 児 心 理 学 ２ B群 

心 理 的 ア セ ス メ ン ト ２ B群 

心 理 学 的 支 援 法 ２ A群 

実践
心理
学 

健 康 ・ 医 療 心 理 学 ２ B群 

福 祉 心 理 学 ２ B群 

教 育 ・ 学 校 心 理 学 ２ B群 

司 法 ・ 犯 罪 心 理 学 ２ B群 

産 業 ・ 組 織 心 理 学 ２ A群 

心理
学関
連科
目 

人体の構造と機能及び疾病 ２ C群 

精 神 疾 患 と そ の 治 療 ２ B群 

関 係 行 政 論 ２ A群 

実 習 演
習 科 目 

実 習
演 習
科 目 

必修 

心 理 演 習 ２ A群 

心 理 実 習 ２ A群 

演 習 

科 目 

演 習 

科 目 
選択 

公 認 心 理 セ ミ ナ ー Ⅰ ２ A群 

公 認 心 理 セ ミ ナ ー Ⅱ ２ A群 

心理学基礎科目の必修科目10単位、選択必修2単位以上、心理学発展科目の必修科目34単位、
実習演習科目の必修科目 4 単位、計 25 科目 50 単位以上を修得すること。 
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別表第 5 （単位  円） 

種  別 金 額 

入 学 受 験 料  

大学入学共通テスト利用型入学試験（前期日程）（後期日程） 15,000 

一般選抜入学試験(前期日程)理工学部２教科判定方式、大学入学共通テ

スト併用型入学試験（前期日程）（後期日程） 5,000

公募制推薦入学試験【個性重視型】、ス

ポーツ能力に優れた者の推薦入学試験 
第 1 次選考  10,000 

第 2 次選考  25,000 

上記以外の入学試験 35,000 

科目等履修生検定料    10,000 

研 究 生 申 請 料 1,000 

聴 講 生 検 定 料 5,000 

履修証明プログラム検定料 
5,000 

※甲南大学の卒業生等の履修証明プログラム検定料は別に定める。

別表第 6 （単位  円）

入 学 金 250,000 

別表第 7の(1) 

授業料   （単位  円）

学 部 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

文学部 936,000 1,151,000 1,151,000 1,151,000 

経済学部・法学部・経営学部 936,000 1,111,000 1,111,000 1,111,000 

理工学部・知能情報学部 1,321,000 1,570,000 1,570,000 1,570,000 

マネジメント創造学部 972,000 1,221,000 1,221,000 1,221,000 

フロンティアサイエンス学部 1,496,000 1,746,000 1,746,000 1,746,000 

グローバル教養学環 972,000 1,221,000 1,221,000 1,221,000 

在学期間中毎年徴収する。 

研究資料費   （単位  円） 

文学部人間科学科 

金 額 

１年次 

10,000 
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別表第 7の(2) 
実験費  (単位   円) 

「ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ・ﾌｨｼﾞｯｸｽ」 「基礎化学実験」 
「基礎生物学実験」 

１科目 20,000 
２科目 35,000 

 ３科目  50,000 
「基礎物理学実験」  15,000 
「ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ･ﾌｨｼﾞｯｸｽⅠ」 15,000 
「ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ･ﾌｨｼﾞｯｸｽⅡ」 15,000 
「物理学実験Ⅰ」  30,000 
「物理学実験Ⅱ」  30,000 
「生物学専門実験及び演習Ⅰ」 15,000 
「生物学専門実験及び演習Ⅱ」 15,000 
「生物学専門実験及び演習Ⅲ」 15,000 
「生物学専門実験及び演習Ⅳ」 15,000 
「機能分子化学実験入門」  10,000 
「機能分子化学実験Ａ」  20,000 
「機能分子化学実験Ｂ」  20,000 
「機能分子化学実験Ｃ」  20,000 

「物理学卒業研究」 60,000 

「生物学卒業実験」 60,000 

「機能分子化学卒業研究」 60,000 

「地学実験」 20,000 

別表第 7の(3) 

実習費  (単位 円) 

「コース演習：知能ロボット」 

「コース演習：メディアデザイン」 

「コース演習：ヒューマンセンシング」 

「プロジェクト演習」 

「知能情報セミナーⅠ」 

「知能情報セミナーⅡ」 

「卒業研究及び演習」 

5,000 

3,000 

3,000 

10,000 

5,000 

10,000 

30,000 

教育実習Ⅰ（３週間） 

教育実習Ⅱ（２週間） 

16.000 

11,000 

博物館実習Ⅰ 

博物館実習Ⅱ 

博物館実習Ⅲ 

3,000 

5,000 

5,000 

生物学臨海実習 30,000 

心理実習 25,000 

別表第 7 の（4） 

在籍料    (単位  円) 

前 期 75,000 

後 期 75,000 

通 年 150,000 

別表第 7 の（5） (単位   円) 

種  別 金  額 

科目等履修料 １単位  10,000 

研究生登録料 50,000 

聴 講 料 １単位   5,000 

※研究生登録料は、別途消費税を加えた額を徴収する。
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別表第 7 の（6） 

学修在籍料  (単位  円) 

通 年   300,000 

別表第 7 の(7) 

履修証明プログラム履修料 
（単位 円） 

種別 金額 

人生 100 年時代の学び 120,000 

甲南発 法務リカレント 150,000 

※甲南大学の卒業生等の履修証明プログラム履修料は、別に定める。
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変更事項を記載した書類（変更の事由及び変更点） 

1. 本大学に大学設置基準（昭和 31 年文部省令第 28 号）に定める学部等連係課程実施基

本組織として、グローバル教養学環を置く。

2. グローバル教養学環の設置に伴い、人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等

の教育目標、収容定員、学位、授業科目、授業料その他必要な事項を定める。

3. この学則は、令和 6 年 4 月 1 日から施行する。
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甲南大学学則新旧対照表（令和6年度変更－グローバル教養学環設置関係変更案）

改正案（案） 現 行（令和5年度学則） 

○甲南大学学則 ○甲南大学学則

昭和26年3月15日 昭和26年3月15日 

認可 認可 

改正 昭和27年2月20日 改正 昭和27年2月20日 

省略(現行どおり) 省略 

令和4年2月25日 令和4年2月25日 

令和4年5月27日 令和4年5月27日 

令和5年2月24日 令和5年2月24日 

令和5年3月24日 

第1章 総則 第1章 総則 

第1条 本大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に則り、学

術の府として広くかつ深く学芸を教授研究するとともに、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し人物教育率先

の甲南学園建学の理念を実現することを目的とする。 

第1条 本大学は、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に則り、学

術の府として広くかつ深く学芸を教授研究するとともに、学生一人ひとりの天賦の特性を啓発し人物教育率先

の甲南学園建学の理念を実現することを目的とする。 

第2章 組織 第2章 組織 

第2条 本大学は、学部及び大学院よりなる。 第2条 本大学は、学部及び大学院よりなる。 

第3条 本大学に次の学部・学科を置く。 第3条 本大学に次の学部・学科を置く。 

学部 学科 

文学部 日本語日本文学科 

英語英米文学科 

社会学科 

人間科学科 

歴史文化学科 

理工学部 物理学科 

生物学科 

機能分子化学科 

経済学部 経済学科 

法学部 法学科 

経営学部 経営学科 

知能情報学部 知能情報学科 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 

学部 学科 

文学部 日本語日本文学科 

英語英米文学科 

社会学科 

人間科学科 

歴史文化学科 

理工学部 物理学科 

生物学科 

機能分子化学科 

経済学部 経済学科 

法学部 法学科 

経営学部 経営学科 

知能情報学部 知能情報学科 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 

2 本大学に大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）に定める学部等連係課程実施基本組織として次の学環

を置く。 

学環 

グローバル教養学環 

第3条の2 各学部・学科及び学環における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標は次の 第3条の2 各学部・学科における人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標は次のとおりと
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とおりとする。 する。 

学部 学科 学環 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 

文学部 幅広く深い教養を基盤に、人文科学の専門分野における調査、研究技量を磨く経験を通して、

問題を見出し、考え、成果を言葉で表現する力を形成する。それによって、仕事を含む人生の

様々な活動に発生する問題を主体的に解決できる人材を社会に送り出す。 

 日本語日本文学科 古典・近現代文学・日本語学・日本語教育学等のバランスの取れた教育・研

究を通して、社会での活動の基盤である日本語の理解力・表現力を鍛えるこ

とを目標とする。 

英語英米文学科 実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育を行い、英語

圏文化の深い理解に裏打ちされた英語運用能力を持つ人材を育成し、国際化

する社会の要請に応える。 

社会学科 情報化、国際化の進展によつて急速に変化し、多様性や不確実性が高まつて

いる社会の中で必要とされる「自ら調査・分析・表現・発信する実証的・実

践的な態度と能力」を涵養する。 

人間科学科 心理学、哲学、芸術学の知を関連づけながら、理論と実践の両面から「人間

とは何か」を探究することにより、社会の諸問題を多角的に捉え、柔軟に問

題解決できる人材育成を目指す。 

歴史文化学科 人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の文化遺産及び歴史の中における生

活の場としての環境と人類との交流について歴史学、地理学・民俗学の分野

から探求し、これら各分野を横断する総合的立場から教育を行う。 

理工学部 自然科学の強固な学問的土台を身につけて、純粋理学と応用科学を融合させることのできる能

力を養い、時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材の育成を

目指す。 

 物理学科 時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して、問題の解決に果敢に挑

み、創造性を発揮し、国際社会に貢献できる人材の養成を目的とし、物理学

の基本的な知識及び論理的思考法・手法を講義と実験・実習科目による相補

的な積み上げ方式によって修得させ、卒業研究を通して総合的な問題解決能

力を養う。 

生物学科 今日の社会が直面する生命や環境等に関わる諸問題を正しく理解し、それら

の解決に貢献できる国際的視野を持った人材の養成を目的とし、そのために

必要な現代生物学の専門知識と技術及びそれらを充分に活用するための思考

力を修得させる。 

機能分子化学科 科学技術に携わる者に求められる責任感と倫理観を有し、化学の専門知識並

びに自然科学に対する柔軟な思考力を身につけた人材の養成を目的とし、化

学の基礎的な知識・豊富な経験に基づく課題設定能力・解決能力を得て、現

代社会の要請に応えることのできる能力を獲得させる。 

経済学部 経済学科 経済学の学習を通じて、変化の激しい経済社会で充実した活動ができる知性

と創造力を備えた人材を養成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき

能力として、経済・社会問題を的確に捉える能力、筋道を立てて問題を考え

る能力、自らの力で解決策を示す能力を求める。 

学部 学科 人材養成上の目的と学生に修得させるべき能力等の教育目標 

文学部 幅広く深い教養を基盤に、人文科学の専門分野における調査、研究技量を磨く経験を通して、

問題を見出し、考え、成果を言葉で表現する力を形成する。それによって、仕事を含む人生の

様々な活動に発生する問題を主体的に解決できる人材を社会に送り出す。 

 日本語日本文学科 古典・近現代文学・日本語学・日本語教育学等のバランスの取れた教育・研

究を通して、社会での活動の基盤である日本語の理解力・表現力を鍛えるこ

とを目標とする。 

英語英米文学科 実践的語学教育と並行して英語学及び英米の文化・文学の教育を行い、英語

圏文化の深い理解に裏打ちされた英語運用能力を持つ人材を育成し、国際化

する社会の要請に応える。 

社会学科 情報化、国際化の進展によつて急速に変化し、多様性や不確実性が高まつて

いる社会の中で必要とされる「自ら調査・分析・表現・発信する実証的・実

践的な態度と能力」を涵養する。 

人間科学科 心理学、哲学、芸術学の知を関連づけながら、理論と実践の両面から「人間

とは何か」を探究することにより、社会の諸問題を多角的に捉え、柔軟に問

題解決できる人材育成を目指す。 

歴史文化学科 人類がこれまで蓄積してきた有形・無形の文化遺産及び歴史の中における生

活の場としての環境と人類との交流について歴史学、地理学・民俗学の分野

から探求し、これら各分野を横断する総合的立場から教育を行う。 

理工学部 自然科学の強固な学問的土台を身につけて、純粋理学と応用科学を融合させることのできる能

力を養い、時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して創造性を発揮できる人材の育成を

目指す。 

 物理学科 時代の変化や科学・技術の新たな展開に対応して、問題の解決に果敢に挑

み、創造性を発揮し、国際社会に貢献できる人材の養成を目的とし、物理学

の基本的な知識及び論理的思考法・手法を講義と実験・実習科目による相補

的な積み上げ方式によって修得させ、卒業研究を通して総合的な問題解決能

力を養う。 

生物学科 今日の社会が直面する生命や環境等に関わる諸問題を正しく理解し、それら

の解決に貢献できる国際的視野を持った人材の養成を目的とし、そのために

必要な現代生物学の専門知識と技術及びそれらを充分に活用するための思考

力を修得させる。 

機能分子化学科 科学技術に携わる者に求められる責任感と倫理観を有し、化学の専門知識並

びに自然科学に対する柔軟な思考力を身につけた人材の養成を目的とし、化

学の基礎的な知識・豊富な経験に基づく課題設定能力・解決能力を得て、現

代社会の要請に応えることのできる能力を獲得させる。 

経済学部 経済学科 経済学の学習を通じて、変化の激しい経済社会で充実した活動ができる知性

と創造力を備えた人材を養成する。これらの人材養成上、学生が修得すべき

能力として、経済・社会問題を的確に捉える能力、筋道を立てて問題を考え

る能力、自らの力で解決策を示す能力を求める。 
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法学部 法学科 法曹・行政・経済をはじめ社会の様々な分野で指導的な役割を担うことがで

きる人材を養成するため、学生の個性尊重を旨として、法及び政治に関する

専門知識の修得と思考力の涵養を通じて、個々の学生の論理的な思考力と柔

軟な応用力を培うことを教育目標とする。 

経営学部 経営学科 ヒト・モノ・カネ・情報等からなる組織（企業）の存続・発展のあり方につ

いて、自律的な洞察力を有し、社会に資するビジネスパーソンの養成を目的

とする。このために学生が修得すべき能力として、次の各能力を求める。 

（1）幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力 

（2）各種スキルと論理的思考力に支えられた経営問題の発見・説明・解決

力 

（3）ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行力及び倫理的責

任力 

（4）トータルな人間性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力 

知能情報学

部 

知能情報学科 人間力をベースに、感性・知性で高度国際情報社会におけるリーダーシップ

がとれる人材の育成を目指す。そのため、数学的基礎学力、知能情報学にお

ける専門知識、効果的な発表能力並びにコミュニケーション能力の修得を目

標とする。 

マネジメン

ト創造学部 

マネジメント創造

学科 

自ら学ぶ力を涵養し、営利、非営利、パブリックなどいずれの分野にあつて

も、社会的責任を創造的に果たしていくマネジメント能力を開発し、世界に

貢献しうる人物育成を目指す。 

フロンティ

アサイエン

ス学部 

生命化学科 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロジー、ナノテ

クノロジー及びそれらの融合領域であるナノバイオに関する知識と技能を修

得させることにより、社会の発展、福祉の増進のためとくに生命化学分野に

おけるフロンティア開発に資する人材を養成する。 

グローバル教養学環 

 

多様な文化と言語背景を持つ人々と関わり効果的に協働することを可能にす

る複数言語の運用能力、異文化間の価値観の異なりや多様性に起因する問題

に対する異文化間調整能力、AI・データサイエンス、ICTの活用などを含め

た文理横断的な知識と技能、課題解決のための企画立案・提案力を備え、グ

ローバル社会又は地域社会の持続的発展に貢献することのできるグローカル

人材の育成を目指す。 
 

法学部 法学科 法曹・行政・経済をはじめ社会の様々な分野で指導的な役割を担うことがで

きる人材を養成するため、学生の個性尊重を旨として、法及び政治に関する

専門知識の修得と思考力の涵養を通じて、個々の学生の論理的な思考力と柔

軟な応用力を培うことを教育目標とする。 

経営学部 経営学科 ヒト・モノ・カネ・情報等からなる組織（企業）の存続・発展のあり方につ

いて、自律的な洞察力を有し、社会に資するビジネスパーソンの養成を目的

とする。このために学生が修得すべき能力として、次の各能力を求める。 

（1）幅広い教養に裏付けられた経営学の知識・理解力 

（2）各種スキルと論理的思考力に支えられた経営問題の発見・説明・解決

力 

（3）ビジネスパーソンに必要な社会的協調力と自発的遂行力及び倫理的責

任力 

（4）トータルな人間性と豊かな個性に基づいた社会的貢献力 

知能情報学

部 

知能情報学科 人間力をベースに、感性・知性で高度国際情報社会におけるリーダーシップ

がとれる人材の育成を目指す。そのため、数学的基礎学力、知能情報学にお

ける専門知識、効果的な発表能力並びにコミュニケーション能力の修得を目

標とする。 

マネジメン

ト創造学部 

マネジメント創造

学科 

自ら学ぶ力を涵養し、営利、非営利、パブリックなどいずれの分野にあつて

も、社会的責任を創造的に果たしていくマネジメント能力を開発し、世界に

貢献しうる人物育成を目指す。 

フロンティ

アサイエン

ス学部 

生命化学科 教育・研究対象の中心に「生命化学」を据え、バイオテクノロジー、ナノテ

クノロジー及びそれらの融合領域であるナノバイオに関する知識と技能を修

得させることにより、社会の発展、福祉の増進のためとくに生命化学分野に

おけるフロンティア開発に資する人材を養成する。 
 

第4条 学部及び学環における学生の収容定員は、次のとおりとする。 第4条 学部学生の収容定員は、次のとおりとする。 

学部及び学環 学科 入学定員 収容定員 

文学部 日本語日本文学科 70 280 

英語英米文学科 90 360 

社会学科 90 360 

人間科学科 95 380 

歴史文化学科 60 240 

計 405 1,620 

理工学部 物理学科 50 200 

生物学科 45 180 

学部 学科 入学定員 収容定員 

文学部 日本語日本文学科 70 280 

英語英米文学科 90 360 

社会学科 90 360 

人間科学科 95 380 

歴史文化学科 60 240 

計 405 1,620 

理工学部 物理学科 50 200 

生物学科 45 180 
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機能分子化学科 60 240 

計 155 620 

経済学部 経済学科 345 1,380 

計 345 1,380 

法学部 法学科 330 1,320 

計 330 1,320 

経営学部 経営学科 345 1,380 

計 345 1,380 

知能情報学部 知能情報学科 120 480 

計 120 480 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 170 680 

 計 170 680 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 45 180 

 計 45 180 

グローバル教養学環 25 100 

合計 1,940 7,760 
 

機能分子化学科 60 240 

計 155 620 

経済学部 経済学科 345 1,380 

計 345 1,380 

法学部 法学科 345 1,380 

計 345 1,380 

経営学部 経営学科 345 1,380 

計 345 1,380 

知能情報学部 知能情報学科 120 480 

計 120 480 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 180 720 

 計 180 720 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 45 180 

 計 45 180 

合計 1,940 7,760 
 

第5条 大学院に関する規程は、別に定める。 第5条 大学院に関する規程は、別に定める。 

第3章 授業科目及び履修方法 第3章 授業科目及び履修方法 

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第6条 本大学の授業科目を、基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副専攻科

目、単位互換科目、西宮市大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教育科目及び専門

教育科目に分ける。 

第6条 本大学の授業科目を、基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副専攻科

目、単位互換科目、西宮市大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教育科目及び専門

教育科目に分ける。 

2 基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副専攻科目、単位互換科目、西宮市

大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教育科目の授業科目及び単位数は、別表第1

のとおりとする。 

2 基礎共通科目、外国語科目、保健体育科目、キャリア創生共通科目、副専攻科目、単位互換科目、西宮市

大学共通単位講座、日本語特設科目、国際交流科目、リカレント教育科目の授業科目及び単位数は、別表第1

のとおりとする。 

3 文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部における専門教育科目の授業科目、単

位数、必修・選択必修等の区別は、別表第2の（1）のとおりとする。 

3 文学部、理工学部、経済学部、法学部、経営学部及び知能情報学部における専門教育科目の授業科目、単

位数、必修・選択必修等の区別は、別表第2の（1）のとおりとする。 

4 マネジメント創造学部の授業科目及び単位数は、別表第2の（3）のとおりとする。 4 マネジメント創造学部の授業科目及び単位数は、別表第2の（3）のとおりとする。 

5 フロンティアサイエンス学部における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別

表第2の（4）のとおりとする。 

5 フロンティアサイエンス学部における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別

表第2の（4）のとおりとする。 

6 グローバル教養学環における専門教育科目の授業科目、単位数、必修・選択必修等の区別は、別表第2の

（5）のとおりとする。 

 

7 卒業に必要な単位数は、別表第2の（1）、別表第2の（3）、別表第2の（4）及び別表第2の（5）のとおり

とする。 

6 卒業に必要な単位数は、別表第2の（1）、別表第2の（3）及び別表第2の（4）のとおりとする。 

第6条の2 特定の分野又は課題に関する授業科目を体系的に編成する副専攻を置くことができる。 第6条の2 特定の分野又は課題に関する授業科目を体系的に編成する副専攻を置くことができる。 

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第16条 4年以上在学して第6条に掲げられた所定の授業科目及び履修方法により卒業に必要な単位数を修得

した者には、学部教授会又は学環会議及び合同教授会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記

を授与する。 

第16条 4年以上在学して第6条に掲げられた所定の授業科目及び履修方法により卒業に必要な単位数を修得

した者には、学部教授会及び合同教授会の審議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与する。 
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2 本大学に3年以上在学した学生が、別に定める規程に従い卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認め

られる場合には、第7条に規定する修業年限の特例扱いとして学部教授会又は学環会議及び合同教授会の審議

を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与することができる。 

2 本大学に3年以上在学した学生が、別に定める規程に従い卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認め

られる場合には、第7条に規定する修業年限の特例扱いとして学部教授会及び合同教授会の審議を経て、学長

が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与することができる。 

第16条の2 前条第1項の定めにかかわらず、卒業に必要な要件を満たした者が目標とする進路、資格等を獲

得するために卒業を保留し、引き続き在学を希望した場合、学部教授会又は学環会議及び合同教授会の審議を

経て、学長は卒業の延期を許可することができる。 

第16条の2 前条第1項の定めにかかわらず、卒業に必要な要件を満たした者が目標とする進路、資格等を獲

得するために卒業を保留し、引き続き在学を希望した場合、学部教授会及び合同教授会の審議を経て、学長は

卒業の延期を許可することができる。 

2 卒業の延期に関する事項については、別に定める。 2 卒業の延期に関する事項については、別に定める。 

第17条 本大学を卒業した者には、学部・学科及び学環に応じて、次のとおり学士の学位を授与する。 第17条 本大学を卒業した者には、学部及び学科に応じて、次のとおり学士の学位を授与する。 

文学部 日本語日本文学科 学士（文学） 

英語英米文学科 学士（文学） 

社会学科 学士（社会学） 

人間科学科 学士（文学） 

歴史文化学科 学士（文学） 

理工学部 物理学科 学士（理学）又は学士（理工学） 

生物学科 学士（理学） 

機能分子化学科 学士（理工学） 

経済学部 経済学科 学士（経済学） 

法学部 法学科 学士（法学） 

経営学部 経営学科 学士（経営学） 

知能情報学部 知能情報学科 学士（知能情報学） 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 学士（マネジメント） 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 学士（理工学） 

グローバル教養学環  学士（グローバル教養） 
 

文学部 日本語日本文学科 学士（文学） 

英語英米文学科 学士（文学） 

社会学科 学士（社会学） 

人間科学科 学士（文学） 

歴史文化学科 学士（文学） 

理工学部 物理学科 学士（理学）又は学士（理工学） 

生物学科 学士（理学） 

機能分子化学科 学士（理工学） 

経済学部 経済学科 学士（経済学） 

法学部 法学科 学士（法学） 

経営学部 経営学科 学士（経営学） 

知能情報学部 知能情報学科 学士（知能情報学） 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 学士（マネジメント） 

フロンティアサイエンス学部 生命化学科 学士（理工学） 
 

第5章 学年、学期及び休業日 第5章 学年、学期及び休業日 

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第6章 入学、転学部、留学、休学、除籍及び退学 第6章 入学、転学部、留学、休学、除籍及び退学 

第21条 入学の時期は、学年初めとする。 第21条 入学の時期は、学年初めとする。 

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第26条 本大学を卒業し、さらに本大学の他の学部・学科及び学環に学士入学を願い出る者があるときは、選

考の上、学長は、これを許可することができる。 

第26条 本大学を卒業し、さらに本大学の他の学部及び学科に学士入学を願い出る者があるときは、選考の

上、学長は、これを許可することができる。 

2 学士入学についての細則は、別に定める。 2 学士入学についての細則は、別に定める。 

第27条 他の学部へ転学部を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することができる。 第27条 他の学部へ転学部を願い出る者があるときは、選考の上、学長は、これを許可することができる。 

2 転学部についての細則は、別に定める。 2 転学部についての細則は、別に定める。 

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第12章 全学教育推進機構 第12章 全学教育推進機構 

第46条 本大学に全学教育推進機構を置く。 第46条 本大学に全学教育推進機構を置く。 

2 全学教育推進機構に関する規程は、別に定める。 2 全学教育推進機構に関する規程は、別に定める。 

第46条の2 全学教育推進機構の下に、全学共通教育センターを置く。 第46条の2 全学教育推進機構の下に、全学共通教育センターを置く。 

2 全学共通教育センターに関する規程は、別に定める。 2 全学共通教育センターに関する規程は、別に定める。 
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第46条の3 全学教育推進機構の下に、スポーツ・健康科学教育研究センターを置く。 第46条の3 全学教育推進機構の下に、スポーツ・健康科学教育研究センターを置く。 

2 スポーツ・健康科学教育研究センターに関する規程は、別に定める。 2 スポーツ・健康科学教育研究センターに関する規程は、別に定める。 

第46条の4 全学教育推進機構の下に、教育学習支援センターを置く。 第46条の4 全学教育推進機構の下に、教育学習支援センターを置く。 

2 教育学習支援センターに関する規程は、別に定める。 2 教育学習支援センターに関する規程は、別に定める。 

第46条の5 全学教育推進機構の下に、国際言語文化センターを置く。 第46条の5 全学教育推進機構の下に、国際言語文化センターを置く。 

2 国際言語文化センターに関する規程は、別に定める。 2 国際言語文化センターに関する規程は、別に定める。 

第46条の6 全学教育推進機構の下に、グローバル教養学環を置く。  

2 グローバル教養学環に関する規程は、別に定める。  

｜省略（現行どおり） ｜省略 

第16章 教授会 第16章 教授会 

第50条 本大学に合同教授会、学部教授会、全学共通教育センター教員会議及び学環会議（以下、「教授会

等」という。）を置く。 

第50条 本大学に合同教授会、学部教授会及び全学共通教育センター教員会議（以下、「教授会等」とい

う。）を置く。 

2 教授会等は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、これを審議し、意見を述べるものとす

る。 

2 教授会等は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、これを審議し、意見を述べるものとす

る。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了 (1) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

(2) 学位の授与 (2) 学位の授与 

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会等の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの 

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会等の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの 

3 教授会等は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会等が置かれる組織の長（以下、

この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求め

に応じ、意見を述べることができる。 

3 教授会等は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会等が置かれる組織の長（以下、

この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求め

に応じ、意見を述べることができる。 

第14章の3 国際交流センター 第14章の3 国際交流センター 

｜省略（現行どおり） ｜省略（現行どおり） 

附 則 附 則 

この学則は、昭和26年4月1日から施行する。 この学則は、昭和26年4月1日から施行する。 

｜ 省略(現行どおり) ｜ 省略(現行どおり) 

附 則 附 則 

この学則は、令和5年4月1日から施行する。 この学則は、令和5年4月1日から施行する。 

附 則  

1 この学則は、令和6年4月1日から施行する。  

2 第4条のグローバル教養学環入学定員及び収容定員は、法学部法学科及びマネジメント創造学部マネジメ

ント創造学科の入学定員及び収容定員の内数とし、グローバル教養学環の入学定員及び収容定員に係る各学

科の内数は、次のとおりとする。 

 

学部及び学環 学科 入学定員 収容定員 

法学部 法学科 345（15） 1,380（60） 

計 345（15） 1,380（60） 

マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 180（10） 720（40） 
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 計 180（10） 720（40） 

※（ ）は、グローバル教養学環の入学定員及び収容定員に係る各学科の内数を示す。 
 

別表第1 省略（現行どおり） 別表第1 省略 

別表第2の(1) 省略（現行どおり） 別表第2の(1) 省略 

別表第2の(2) 削除 別表第2の(2) 削除 

別表第2の(4) 省略（現行どおり） 別表第2の(4)  省略 

  

別表第2の(5)  

グローバル教養学環  

  

次ページへ続く 
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科目 単位数 備考 

必修

科目 

STAGE

演習 

STAGE演習ⅠA 2 20単位必修 

STAGE演習ⅠB 2 

STAGE演習ⅡA 2 

STAGE演習ⅡB 2 

STAGE演習ⅢA 2 

STAGE演習ⅢB 2 

STAGE演習 Capstone 8 

言語

運用

科目 

中級英語

① 

中級英語Writing 4 英語、ドイツ

語、フランス

語、中国語、韓

国語から 2 言

語を選択し、

それぞれ 8 単

位以上選択必

修 

 

32単位以上選択必

修 
中級英語Presentation 4 

中級英語Speaking 4 

中級英語Global TopicsⅠ 2 

中級英語Global TopicsⅡ 2 

中級英語

② 

中級英語Listening 4 

中級英語Reading 4 

中級英語Pronunciation 2 

中級英語TOEIC 4 

中級英語Life TopicsⅠ 2 

中級英語Life TopicsⅡ 2 

中級英語Career EnglishⅠ 2 

中級英語Career EnglishⅡ 2 

上級英語 上級英語TOEIC 4 

上級英語Global TopicsⅠ 2 

上級英語Global TopicsⅡ 2 

上級英語Career EnglishⅠ 2 

上級英語Career EnglishⅡ 2 

上級英語Life TopicsⅠ 2 

上級英語Life TopicsⅡ 2 

ドイツ語 中級ドイツ語Ⅰ 4 

中級ドイツ語Ⅱ 4 

中級ドイツ語Ⅲ 4 

中級ドイツ語Ⅳ 4 

上級ドイツ語Ⅰ 4 

上級ドイツ語Ⅱ 4 

フランス

語 

中級フランス語Ⅰ 4 

中級フランス語Ⅱ 4 

中級フランス語Ⅲ 4 

中級フランス語Ⅳ 4 

上級フランス語Ⅰ 4 

上級フランス語Ⅱ 4 
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 中国語 中級中国語Ⅰ 4   

中級中国語Ⅱ 4 

中級中国語Ⅲ 4 

中級中国語Ⅳ 4 

上級中国語Ⅰ 4 

上級中国語Ⅱ 4 

韓国語 中級韓国語Ⅰ 4 

中級韓国語Ⅱ 4 

中級韓国語Ⅲ 4 

中級韓国語Ⅳ 4 

上級韓国語Ⅰ 4 

上級韓国語Ⅱ 4 

留学支援 TOEFLⅠ 2   

TOEFLⅡ 2 

IELTSⅠ 2 

IELTSⅡ 2 

海外語学講座Ⅰ 4 

海外語学講座Ⅱ 4 

海外語学講座Ⅲ 2 

海外語学講座Ⅳ 2 

外国留学科目Ⅰ 4 

外国留学科目Ⅱ 4 

外国留学科目Ⅲ 4 

外国留学科目Ⅳ 4 

国際

理

解・

グロ

ーカ

ル科

目 

A群 国際理解Ⅰ（異文化理解） 2 6単位以上選

択必修 

14単位以上選択必修 

国際理解Ⅱ（国際問題） 2 

SDGs概論 2 

グローカル実践プロジェクトⅠ 2 

グローカル実践プロジェクトⅡ 2 

B群 世界の中の日本Ⅰ 2   

世界の中の日本Ⅱ 2 

English RegionsⅠ 2 

English RegionsⅡ 2 

English RegionsⅢ 2 

English RegionsⅣ 2 

German StudiesⅠ 2 

German StudiesⅡ 2 

German StudiesⅢ 2 

German StudiesⅣ 2 

French StudiesⅠ 2 
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 French StudiesⅡ 2 

French StudiesⅢ 2 

French StudiesⅣ 2 

Chinese StudiesⅠ 2 

Chinese StudiesⅡ 2 

Chinese StudiesⅢ 2 

Chinese StudiesⅣ 2 

Korean StudiesⅠ 2 

Korean StudiesⅡ 2 

Korean StudiesⅢ 2 

Korean StudiesⅣ 2 

社会学概論 2 

多文化共生論 2 

文化人類学 2 

社会人間学 2 

社会心理学 2 

ブリティッシュ・スタディーズⅠ 2 

ブリティッシュ・スタディーズⅡ 2 

アメリカン・スタディーズⅠ 2 

アメリカン・スタディーズⅡ 2 

社会問題と思想 2 

社会問題と制度 2 

グローバル研究プロジェクトA 4 

グローバル研究プロジェクトB 6 

海外ボランティアⅠ 4 

海外ボランティアⅡ 2 

海外インターンシップ 4 

エリアスタディーズⅠ 2 

エリアスタディーズⅡ 2 

エリアスタディーズⅢ 2 

エリアスタディーズⅣ 2 

エリアスタディーズⅤ 2 

エリアスタディーズⅥ 2 

エリアスタディーズⅦ 2 

エリアスタディーズⅧ 2 

エリアスタディーズⅨ 2 

エリアスタディーズⅩ 2 

実践ボランティアⅠ 1 

実践ボランティアⅡ 1 

地域ファシリテイト 2 

データサイエン AI・データサイエンス入門 2 8単位以上選択必修 
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ス科目 データサイエンス基礎 2 

IT応用 2 

情報通信テクノロジⅠ 2  

情報通信テクノロジⅡ 2 

ICTセキュリティ 2 

基本情報技術 2 

統計基礎 2 

統計活用情報分析Ⅰ 2 

統計活用情報分析Ⅱ 2 

社会

科学

科目 

経済学 初級ミクロ経済学 2  

 初級マクロ経済学 2 

国際経済 4 

経済政策 4 

地域政策 2 

現代アジア経済Ⅰ 2 

現代アジア経済Ⅱ 2 

現代中国経済 2 

現代アメリカ経済 2 

公共政策 2 

中級統計学 4 

計量経済Ⅰ 2 

計量経済Ⅱ 2 

ビジネスデータ分析 2 

法学・政

治学 

入門民法 財産法編Ⅰ 2 

入門民法 財産法編Ⅱ  2 

入門商法 会社法編 2 

入門ビジネス法務 2 

実践ビジネス法務 2 

ビジネスを支える法の世界 2 

公共政策論Ⅰ 2 

公共政策論Ⅱ 2 

知的財産とイノベーションⅠ 2 

知的財産とイノベーションⅡ 2 

国際法Ⅰ 2 

国際法Ⅱ 2 

国際政治学Ⅰ 2 

国際政治学Ⅱ 2 

経済法Ⅰ 2 

経済法Ⅱ 2 

経営学 入門マネジメント 2 

実践マネジメント 2  
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入門ビジネス会計 2 

実践ビジネス会計 2 

経営管理論 4 

経営戦略論 4 

ベンチャービジネス 4 

環境経営論 4 

国際経営論 4 

アジア経営論 4 

国際マーケティング論 4 

経営コンサルティング論 2 

アカデミック留

学科目 

STAGEアカデミック留学科目Ⅰ 4 

STAGEアカデミック留学科目Ⅱ 4 

STAGEアカデミック留学科目Ⅲ 4 

STAGEアカデミック留学科目Ⅳ 4 

STAGEアカデミック留学科目Ⅴ 4 

キャリアデザイ

ン科目
国際理解Ⅲ（グローバルキャリア） 2 

ベーシック・キャリアデザイン 2 

プラクティカル・キャリアデザインⅠ 2 

プラクティカル・キャリアデザインⅡ 2 

卒業必要単位数 

1 グローバル教養学環の学生は、次に定めるところに従つて合計130単位以上修得しなければならな

い。 

基礎共通科目 18単位 

外国語科目  8単位 

保健体育科目 2単位 

専門教育科目  102単位以上 

計 130単位以上 

2 次の科目については、専門教育科目として卒業必要単位数に充てることができる。ただし、必修又は

選択必修のいずれの単位数にも充てることはできない。 

(1) 第3外国語として履修する基礎外国語科目については、4単位以内

(2) 関係学部長の許可を得た他学部の専門教育科目及びキャリア創生共通科目（専門科目表に属する

  科目は除く）については、12単位以内 

4 
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別表第3 省略（現行どおり） 別表第3 省略 

別表第4の(1) 省略（現行どおり） 別表第4の(1) 省略 

別表第4の(2) 省略（現行どおり） 別表第4の(2) 省略 

別表第4の(3) 省略（現行どおり） 別表第4の(3) 省略 

別表第5 省略（現行どおり） 別表第5 省略 

別表第6 省略（現行どおり） 別表第6 省略 

別表第7の(1) 別表第7の(1) 

授業料 授業料 

（単位 円） （単位 円） 

学部 1年次 2年次 3年次 4年次 

文学部 936,000 1,151,000 1,151,000 1,151,000 

経済学部・法学部・経営学部 936,000 1,111,000 1,111,000 1,111,000 

理工学部・知能情報学部 1,321,000 1,570,000 1,570,000 1,570,000 

マネジメント創造学部 972,000 1,221,000 1,221,000 1,221,000 

フロンティアサイエンス学部 1,496,000 1,746,000 1,746,000 1,746,000 

グローバル教養学環 972,000 1,221,000 1,221,000 1,221,000 

学部 1年次 2年次 3年次 4年次 

文学部 936,000 1,151,000 1,151,000 1,151,000 

経済学部・法学部・経営学部 936,000 1,111,000 1,111,000 1,111,000 

理工学部・知能情報学部 1,321,000 1,570,000 1,570,000 1,570,000 

マネジメント創造学部 972,000 1,221,000 1,221,000 1,221,000 

フロンティアサイエンス学部 1,496,000 1,746,000 1,746,000 1,746,000 

在学期間中毎年徴収する。 在学期間中毎年徴収する。 

削除 削除 

削除 削除 

削除 削除 

研究資料費 省略（現行どおり） 研究資料費 省略 

別表第7の(2) 別表第7の(2) 

｜ 省略（現行どおり） ｜ 省略 

別表第7の(6) 別表第7の(6) 
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○甲南大学グローバル教養学環規程

令和5年3月24日 

学長決定 

（趣旨） 

第1条 この規程は、甲南大学学則に基づき、グローバル教養学環（以下「学環」という。）の業務、組

織、運営等についての必要な事項を定める。 

（目的） 

第2条 学環は、大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）に定める学部等連係課程実施基本組織として

設置し、全学共通教育センター、法学部及びマネジメント創造学部の連携及び協力によってグローバル

教養学位プログラム（Special Track for Accelerated Global Education（STAGE））を編成及び実

施することを目的とする。 

（業務） 

第3条 学環は、前条の目的を達成するために、次の業務を行う。 

(1) グローバル教養学位プログラムに関する教育、調査及び研究

(2) グローバル教養学位プログラムに関する教授法の研究並びにカリキュラムの開発及び立案

(3) 学環に所属する学生（以下「学生」という。）の入学、卒業及び学位の授与

(4) その他学環の目的達成のために必要な業務

（学環長） 

第4条 学環に学環長を置く。 

2 学環長は、学環を代表し、その業務を統括する。 

3 学環長は、本大学専任教員の中から、全学教育推進機構協議会（以下「協議会」という。）の審議を

経て、学長が選考し、理事長が委嘱する。 

4 学環長の任期は、原則として2年とする。ただし、再任を妨げない。 

（学環専任教員） 

第5条 学環に専任教員（以下「学環専任教員」という。）を置く。 

2 学環専任教員は、全学共通教育センター、法学部及びマネジメント創造学部の専任教員が兼務するも

のとする。 

3 学環専任教員の兼務の任免については、学長が当該教員の所属する部局の長及び学環長と協議の上、

全学教育推進機構協議会（以下「協議会」という。）の審議を経て理事長に上申し、理事長が決定す

る。 

4 学環専任教員の兼務業務に関わる事項については、原則として学長が当該教員の所属する部局の長及

び学環長と協議の上、当該事項を所管する部局が所定の手続きを行う。 

5 学環専任教員は、第2条に規定する目的を達成するために必要な業務を行う。 

（非常勤講師） 
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第6条 学環に、必要に応じて非常勤講師を置くことができる。 

2 非常勤講師は、学環が依頼する業務を行う。 

3 非常勤講師の委嘱については、別に定める。 

（グローバル教養学環会議） 

第7条 学環の管理運営組織として、グローバル教養学環会議（以下「学環会議」という。）を置く。 

2 学環会議は、次の者をもって構成する。 

(1) 学環長  

(2) 全学共通教育センター所長  

(3) 学環専任教員 

(4) 全学教育推進機構事務室の事務管理職 1名 

（審議事項等） 

第8条 学環会議は、学環に関する次の事項について学長が決定を行うに当たり、意見を述べるものとす

る。 

(1) 学生の入学、卒業及び学位の授与に関する事項 

(2) 教育に関して学環会議の意見を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

2 学環会議は、前項に定めるもののほか、学環に関する次の事項を審議し、学長、全学教育推進機構長

及び学環長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

(1) 学環専任教員及び非常勤講師の人事に関する事項 

(2) 学生の学籍及び学生の賞罰に関する事項 

(3) 入学者選抜及び学生募集活動に関する事項 

(4) 学環の組織、運営及び管理に関する事項 

(5) その他学環に関する事項 

（招集及び開催） 

第9条 学環長は、学環会議を招集し、議長となる。 

2 学環長に事故のあるときは、全学共通教育センター所長が学環会議を招集し、議長となる。 

3 学環会議は、学環長が必要と認めたとき、又は3名以上の構成員から請求のあったときに開催する。 

（成立要件等） 

第10条 学環会議は、構成員の過半数の出席をもって成立する。 

2 前項の構成員の数には、国内研究員、在外研究員及び休職、育児休業、介護休業又は療養休業中の者

の数を含めない。 

3 学環長は、学環会議構成員に直接の利害のある事項について審議し議決するときは、当該構成員の退

席を求めることができる。 

4 学環長は、必要に応じ学環会議の承認を得て、構成員以外の者を出席させ、意見を聴くことができ

る。 

（議決等） 

第11条 学環長が必要と認めた事項については、審議を経て議決することができる。 

2 議決が必要な場合は、出席者の過半数をもって行う。ただし、可否同数のときは議長の決するところ
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による。 

3 学環長は、審議結果を学長に報告するものとする。 

（議事録） 

第12条 学環長は、学環会議の議事を記録しなければならない。 

2 学環長は、前項の記録を全学教育推進機構事務室に備え、学長、全学教育推進機構長及び学環会議の

構成員から閲覧の請求があれば開示しなければならない。 

（所管部課室） 

第13条 学環に関する事務は、全学教育推進機構事務室が行う。 

（改廃） 

第14条 この規程の改廃は、学環会議、全学教育推進機構協議会及び大学会議の審議を経て、これを決

定する。 

附 則 

この規程は、令和6年4月1日から施行する。 
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